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1 月 19 日、伝統の伊﨑田和紙の
紙漉きが伊﨑田小学校内にある郷
土室で行われました。この伊﨑田
和紙で作られた卒業証書が、有明
地区の小・中学校の卒業式で子ど
も達に手渡されます。（関連記事
6 ページ）



　

１
月
28
日
、
志
布
志
市
誕
生
一
周
年
記

念
式
典
が
、
志
布
志
市
文
化
会
館
で
開
催

さ
れ
、
市
民
約
９
０
０
人
が
出
席
し
、
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
を
飾
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
宇

都
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
が
行
わ

れ
、美
し
い
音
色
が
館
内
に
響
き
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
本
田
修
一
市
長
が
「
志
布

志
市
は
九
州
で
唯
一
の
中
核
国
際
港
湾
志

布
志
港
を
有
し
、
商
業
・
物
流
を
中
心
に

振
興
を
図
ら
れ
た
地
域
と
、
農
業
を
中
心

と
し
て
振
興
が
図
ら
れ
た
地
域
が
一
体
と

な
り
、
南
九
州
の
国
際
物
流
の
拠
点
と
し

て
発
展
し
続
け
る
新
た
な
一
歩
を
歩
き
始

め
ま
し
た
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
県
知
事
か
ら
合
併
功
労
者
総

務
大
臣
表
彰
伝
達
が
行
わ
れ
旧
志
布
志
町

長
の
慶
田
泰
輔
氏
、
旧
松
山
町
長
の
上
村

環
氏
、
旧
有
明
町
長
の
本
田
修
一
氏
に
表

彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
市
の
花
・
市
の
木
」
懸
賞
当

選
者
の
岩
本
政
子
さ
ん
、
土
園
信
雄
さ
ん
、

東
由
香
利
さ
ん
が
特
別
賞
を
受
け
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
最
優
秀
賞

を
受
賞
し
た
志
布
志
小
学
校
５
年
生
の
大

峯
瑞
季
さ
ん
に
記
念
の
盾
と
副
賞
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
大
峯
さ
ん
は
「
物
語
や
詩
を

読
ん
だ
り
、
書
い
た
り
す
る
の
が
好
き
な

の
で
、
市
報
を
見
て
応
募
し
ま
し
た
。
最

優
秀
賞
に
選
ば
れ
て
大
変
う
れ
し
い
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
有
明
中
学
校

合
唱
部
が
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
を
披
露
し
、

志
布
志
小
学
校
の
３
・
４
年
生
が
志
布
志

ソ
ー
ラ
ン
２
０
０
７
を
踊
り
、
志
布
志
市

誕
生
一
周
年
を
祝
い
ま
し
た
。

綾
小
路
き
み
ま
ろ
氏
に

志
布
志
市
ふ
る
さ
と
大
使
を
委
嘱

　

午
後
か
ら
は
、
市
民
１
０
０
０
人
が
見

守
る
中
で
、
本
市
松
山
町
出
身
の
綾
小
路

き
み
ま
ろ
氏
の
独
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

毒
舌
の
中
に
も
温
か
み
の
あ
る
漫
談
に

会
場
は
終
始
笑
い
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
市
長
が
綾
小
路
き
み
ま
ろ
氏
に

ふ
る
さ
と
大
使
の
委
嘱
状
を
手
渡
し
、
志
布

志
市
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
て
ほ
し
い
と
お
願
い

し
、
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。
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志布志市の

が決定しました

　市の花は、150 人から 30種の候補が寄せられ、市民や

学識経験者などで構成する志布志市シンボル選定委員会に

おいて、志布志市にふさわしい花として「ひまわり」が決

定しました。

　選定理由は、応募の中で一番多かったこと。

　「ひまわり」は、子どもから大人まで広く親しまれており、

栽培もしやすく、市内のあらゆるところで見ることができ

ます。また、太陽をイメージさせる明るさや空に向かって

まっすぐ伸びる姿勢は、未来に向けて躍進する志布志市と

重なります。

　市の木は、149 人から 20 種の候補が寄せられ、市の花

と同様に選定委員会で志布志市にふさわしい木として「び

ろう」が決定しました。

　選定理由は、応募の中で一番多かったこと。

　「びろう」は、志布志湾の象徴である枇榔島に自生して

おり、青い海とよく似合います。また、葉の広がりが志布

志市の発展を予感させ、人を優しく包み込むイメージがあ

り、幹も大きく忍耐強さを感じます。

志
布
志
市
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ

　
「
フ
ロ
ム
し
ぶ
し
」

　
　
　
　
　
　
　

作　

詞　

大
峯
瑞
季

　
　
　
　
　
　
　

作
編
曲　

野
田
陽
造

し
ぶ
し
の　

海
か
ら　

広
げ
よ
う

地
球
は
丸
い
よ　

一
つ
だ
と

南
の
海
か
ら　

広
げ
よ
う

小
さ
な
や
さ
し
さ　

波
の
せ
て

志こ

こ
布
志
は　

出
会
い
の
街

新
し
い
笑
顔
が
お
ど
る
街

し
ぶ
し
の　

海
か
ら　

広
げ
よ
う

し
ぶ
し
の　

海
か
ら　

広
げ
よ
う

し
ぶ
し
の　

丘
か
ら　

伝
え
よ
う

み
ん
な
の
命　

大
切
と

南
の
丘
か
ら　

伝
え
よ
う

明
日
は
今
日
よ
り　

い
い
日
だ
と

志こ

こ
布
志
は　

歴
史
の
街

過
去
と
未
来
の
夢　

語
る
街

し
ぶ
し
の　

丘
か
ら　

伝
え
よ
う

し
ぶ
し
の　

丘
か
ら　

伝
え
よ
う

し
ぶ
し
の　

里
か
ら　

届
け
よ
う

緑
の
風　

土
の
ぬ
く
も
り

南
の
里
か
ら　

届
け
よ
う

自
然
が
笑
う
よ　

歌
う
声

志こ

こ
布
志
は　

輝
く
街

星
も
花
も
人
も　

光
る
街

し
ぶ
し
の　

里
か
ら　

届
け
よ
う

し
ぶ
し
の　

里
か
ら　

届
け
よ
う

市の花は
ひまわりに決定

市の木は
びろうに決定

大使の委嘱状が贈られました

志布志市誕生一周年記念式典

式辞を述べる市長

イメージソング最優秀賞の大峯さん100 人の児童が躍動感あふれる踊りを披露した志布志ソーラン 2007

オープニングを飾った宇都中学校吹奏楽部 志布志市イメージソングを披露した有明中学校合唱部



お
は
な
し
隊
に
子
ど
も
達
は
大
喜
び

　

１
月
23
日
、
や
っ
ち
く
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
に
講
談
社
の
『
本
と
あ
そ
ぼ
う
全
国

訪
問
お
は
な
し
隊
』
が
訪
れ
、
松
山
地
区

の
保
育
所
の
園
児
１
２
０
人
が
絵
本
の
世

界
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

こ
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
は
、
読
書
推
進
に

関
わ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
一
緒
に
、
子
ど

も
達
と
本
と
の
多
く
の
出
会
い
の
場
を
作

ろ
う
と
全
国
各
地
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
お
は
な
し
隊
の
隊
長
の
相

馬
典
子
さ
ん
の
読
み
聞
か
せ
や
紙
芝
居
の

ほ
か
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
読
み
聞
か

せ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
て
い
る
同
セ

ン
タ
ー
職
員
の
迫
田
祐
子
さ
ん
達
に
よ
る

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
等
も
行
わ
れ
、
集
ま
っ

た
子
ど
も
達
は
目
を
輝
か
せ
て
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。
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給
食
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

１
月
22
日
か
ら
の
給
食
週
間
で
は
、
県

内
の
食
材
を
中
心
に
使
っ
た
給
食
が
作
ら

れ
ま
し
た
。
特
に
22
日
に
は
「
丸
ご
と
志

布
志
を
味
わ
う
キ
ラ
リ
輝
く
給
食
の
日
」

と
し
て
、
ほ
と
ん
ど
の
食
材
が
市
内
産
の

も
の
を
使
っ
た
給
食
で
し
た
。

　

市
内
、
各
地
で
様
々
な
取
り
組
み
の
な

か
、
１
月
22
日
、
尾
野
見
小
学
校
の
４
・
５

年
生
と
教
育
委
員
、
地
元
の
評
議
委
員
と

の
給
食
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
会
で
は
子
ど
も
達
と
、
教
育

委
員
の
ほ
か
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
な
ど
地
元
の

評
議
委
員
も
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
で
子
ど
も
達

と
給
食
を
食
べ
ま
し
た
。
５
年
生
の
隈
元

か
り
な
さ
ん
は
「
大
人
の
人
と
食
べ
る
の

は
少
し
緊
張
す
る
け
ど
楽
し
い
で
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

日
本
一
の
茶
産
地
を
目
指
し
て

　

１
月
18
日
、
国
民
宿
舎
ボ
ル
ベ
リ
ア
ダ

グ
リ
で
、
平
成
19
年
度
鹿
児
島
県
茶
業
振

興
大
会
in
志
布
志
市
に
向
け
た
決
起
大
会

と
、
第
60
回
全
国
茶
品
評
会
・
第
37
回
九

州
茶
品
評
会
、
産
地
賞
・
農
林
水
産
大
臣

賞
ダ
ブ
ル
受
賞
祝
賀
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

志
布
志
市
は
茶
を
基
幹
作
目
に
位
置
づ

け
て
お
り
、
全
国
で
も
有
数
な
産
地
と
し

て
１
０
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え
る
茶
園

面
積
と
生
産
量
で
県
内
外
か
ら
も
注
目
を

浴
び
て
い
ま
す
。
平
成
19
年
度
に
は
鹿
児

島
県
茶
業
振
興
大
会
in
志
布
志
市
大
会
を

開
催
し
、
茶
業
発
展
を
図
り
、
日
本
一
の

茶
産
地
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
の
製
茶
品
評
会
で
は
、

各
大
会
で
受
賞
す
る
な
ど
、
品
質
の
向
上

も
図
ら
れ
、
祝
賀
会
で
は
多
く
の
関
係
者

が
見
守
る
中
、
産
地
賞
・
個
人
特
別
賞
の

表
彰
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

農林水産省生産局長賞の伝達をうける堀口泰久さん

読み聞かせに子ども達は夢中でした

技能グランプリに出場します

　3 月 2 日から 5 日にかけて、千葉
市の海外職業訓練協会・シンポジウ
ムホールで開催される第 24 回技能
グランプリに志布志町安楽の佐藤
隆
たかひろ

洋さん（28 歳）が参加します。
　1 月 30 日、その報告のために佐
藤さんは市役所を訪れました。
　佐藤さんは家業の佐藤建具・ふす
ま店で技術を磨いています。技能グ
ランプリについては「名工と呼ばれ
る人も多数参加します。少しでもそ
の技術を取り入れたい」と話しまし
た。佐藤さんの活躍を期待します。

佐藤さんを激励する市長
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歩
こ
う
会
で
ふ
る
さ
と
再
発
見
！

　

12
月
10
日
、
志
布
志
市
子
ど
も
会
育
成

連
絡
協
議
会
主
催
の「
寒
中
歩
こ
う
大
会
」

が
開
催
さ
れ
、
１
４
０
人
の
子
ど
も
達
が

参
加
し
、
串
間
市
福
島
今
町
駅
か
ら
志
布

志
駅
間
の
約
12
・
４
㌔
を
歩
き
ま
し
た
。

　
「
寒
さ
に
負
け
な
い
体
力
・
気
力
の
養

成
」「
郷
土
意
識
の
高
揚
」「
異
年
齢
交
流
」

を
目
的
に
開
催
さ
れ
た
歩
こ
う
会
で
、
普

段
は
何
気
な
く
通
り
過
ぎ
る
見
慣
れ
た
景

色
で
す
が
、
ゆ
っ
く
り
と
歩
く
こ
と
で
、

子
ど
も
達
は
、
様
々
な
再
発
見
が
あ
っ
た

よ
う
で
し
た
。

　

距
離
が
短
か
か
っ
た
の
か
、
参
加
者
は

涼
し
い
顔
を
し
て
ゴ
ー
ル
し
て
い
ま
し

た
。
ゴ
ー
ル
後
は
、
豚
汁
と
お
に
ぎ
り
が

振
舞
わ
れ
、
参
加
者
は
お
い
し
そ
う
に
食

べ
て
い
ま
し
た
。

消防庁長官永年勤続功労章の伝達を受ける入口順一さん

消
防
出
初
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

１
月
６
日
、
有
明
総
合
体
育
館
で
平
成
19

年
消
防
出
初
式
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
初
、
有
明
国
民
運
動
場
で
予
定
し
て

い
た
出
初
式
で
の
訓
練
等
は
雨
の
た
め
中

止
と
な
り
表
彰
状
授
与
等
の
式
典
の
み
体

育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

授
与
の
前
に
山
重
小
学
校
の
少
年
消
防

ク
ラ
ブ
が
活
動
の
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
消
防
庁
長
官
表
彰
伝
達
を
志

布
志
方
面
隊
副
隊
長
の
入
口
順
一
さ
ん
が

受
け
る
な
ど
１
７
０
人
の
消
防
団
員
に
表

彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

常
日
頃
か
ら
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守

る
た
め
、
日
夜
活
動
を
行
う
消
防
団
員
の

皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

懐かしい夜回り・・・歳の瀬のまちに似合います

夜
回
り
を
復
活
し
ま
し
た

　
「
火
の
用
心
！
マ
ッ
チ
一
本
火
事
の
元
」

歳
の
瀬
の
寒
い
夜
の
ま
ち
に
、
下
通
山
子

ど
も
会
の
子
ど
も
達
の
声
と
、
拍
子
木
の

音
が
響
き
ま
す
。

　

下
通
山
子
ど
も
育
成
会
で
は
、
火
災
の

多
い
こ
の
時
期
に
「
火
の
用
心
」
を
呼
び

か
け
る
と
と
も
に
、
自
主
防
災
組
織
の
後

援
も
あ
り
子
ど
も
達
自
ら
に
防
災
や
防
犯

に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
お
う
と
、
夜
回
り

を
約
20
年
ぶ
り
に
復
活
さ
せ
ま
し
た
。

　

12
月
26
日
に
は
、
保
護
者
が
手
作
り
し

た
拍
子
木
を
手
に
、
約
30
分
間
、
地
域
を

夜
回
り
し
、　

そ
の
後
、
差
し
入
れ
の
ぜ

ん
ざ
い
を
食
べ
ま
し
た
。
子
ど
も
達
に
は

寒
い
中
で
の
楽
し
い
思
い
出
と
な
り
ま
し

た
。

楽しい絵本もいっぱい読むことができました式典のあと寸劇なども披露されました

母
子
寡
婦
福
祉
交
流
大
会

　

12
月
３
日
、
や
っ
ち
く
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
で
「
第
７
回
曽
於
ブ
ロ
ッ
ク
母
子
寡

婦
福
祉
交
流
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

母
子
寡
婦
福
祉
会
は
「
母
子
家
庭
へ
の

理
解
と
支
援
を
広
げ
よ
う
」
の
テ
ー
マ
の

も
と
活
動
し
て
い
ま
す
。
今
大
会
は
、「
明

る
く
輝
き
続
け
る
母
子
会
の
輪
を
ひ
ろ
げ

よ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
自
立
を
目
指

し
た
新
た
な
視
点
か
ら
の
取
り
組
み
と
母

子
寡
婦
福
祉
の
更
な
る
向
上
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
曽
於
地
区
内
の
会
員
等
約

１
８
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
曽
於
地
区
内
の
母
子
寡
婦

福
祉
に
功
績
の
あ
っ
た
５
人
の
表
彰
が
行

わ
れ
ま
し
た
。ま
た
、特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
賀
寿
園
施
設
長
の
黒
木
隆
之
氏
に
よ
る

講
演
や
寸
劇
、
伊
藤
千
里
子
さ
ん
達
に
よ

る
体
験
発
表
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ゆっくりと志布志の風景を味わいながら歩きました 保護者の方も一緒に子ども達と給食を食べました
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皆で大きな絵を描きました

１
１
０
番
の
日
に
人
文
字

　

１
月
９
日
の
始
業
式
の
日
に
、
地
域
の

方
々
に
『
１
１
０
番
の
日
』
を
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
の
セ
レ
モ
ニ
ー
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
志
布
志
警
察
署
や
地
域
安
全
モ
ニ

タ
ー
の
協
力
で
、
香
月
小
学
校
に
鹿
児
島

県
警
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
『
さ
つ
ま
』
が
飛

来
し
、
小
学
校
上
空
か
ら
、
写
真
撮
影
を

行
い
ま
し
た
。

　

撮
影
後
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
か
ら
手
紙
が

落
と
さ
れ
「
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
勉
強
や

生
活
が
で
き
る
よ
う
に
私
達
は
活
動
を
行

い
ま
す
」
と
、
志
布
志
警
察
署
長
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
読
み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

南
日
本
空
手
道
選
手
権
大
会
で
活
躍

　

12
月
17
日
、
鹿
児
島
県
体
育
館
で
開
催

さ
れ
た
『
極
真
空
手
第
10
回
南
日
本
ド
ラ

ゴ
ン
カ
ッ
プ
空
手
道
選
手
権
大
会
』
に
極

真
会
館
鹿
児
島
県
支
部
有
明
・
志
布
志
分

支
部
（
稲
付
辰
昭
分
支
部
長
）
か
ら
多
く

の
選
手
が
出
場
し
各
部
門
で
優
秀
な
成
績

を
修
め
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

■
組
み
手
の
部　

・
壮
年
女
子
の
部

　

優
勝　

吉
元
み
ゆ
き
（
松
山
町
新
橋
）

・
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ス

　

２
位　

福
元
健
太
（
香
月
小
６
年
）

　

３
位　

福
元
康
太
（
香
月
小
２
年
）

・
高
校
軽
量

　

３
位　

前
迫
蓮　
（
志
布
志
高
校
）

・
壮
年
40
歳
以
上

　

２
位　

前
迫
敏
朗
（
志
布
志
町
安
楽
）

■
型
の
部

・
中
学
の
部
上
級

　

優
勝　

前
迫
燈あ
き

（
志
布
志
中
学
校
）

・
高
校
・
一
般
男
子
の
部

　

優
勝　

前
迫
蓮
（
志
布
志
高
校
）

・
小
学
２
年
初
級

　

２
位　

野
村
聖せ

り

か
璃
架
（
通
山
小
学
校
）

　

今
回
、
型
の
部
で
優
勝
し
た
前
迫
燈
さ

ん
は
「
空
手
は
練
習
し
た
だ
け
成
果
が
出

ま
す
。
入
賞
す
る
と
励
み
に
な
り
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

入賞を喜ぶ極真会館有明・志布志分支部の皆さん

110番の日交通安全キャンペーン
　1 月 10 日、『110 番の日』に市内
各地で様々な活動がありました。
　志布志地区交通安全協会有明支部
では、年末年始の交通安全運動の最
終日ということもあり、山重小学校
近くの国道 269 号線で交通安全キャ
ンペーンを行いました。
　曽於市方面に向かう自動車を止
め、交通安全のチラシと手作りのお
守りをドライバーに手渡し『安全運
転』を呼びかけました。
　200 セット準備したお守りは 30
分程で、配布を終わりました。

安全運転を呼びかけました

ふ
る
さ
と
づ
く
り
委
員
会
情
報
交
換
会

　

１
月
23
日
、
市
文
化
会
館
２
階
会
議
室

で
、
志
布
志
市
ふ
る
さ
と
づ
く
り
委
員
会

情
報
交
換
会
が
行
わ
れ
、
市
内
の
ふ
る
さ

と
づ
く
り
委
員
会
21
団
体
、
約
70
人
の
委

員
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

志
布
志
地
区
で
は
地
域
活
性
化
プ
ラ
ン

に
基
づ
き
事
業
が
具
体
的
に
展
開
さ
れ
、

松
山
及
び
有
明
地
区
で
も
、
地
域
の
将
来

像
に
向
け
た
計
画
づ
く
り
の
取
り
組
み
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

情
報
交
換
会
で
は
、
夏
井
・
陣
岳
区
の

ダ
グ
リ
岬
周
辺
整
備
事
業
等
、
以
前
か
ら

取
り
組
ん
で
い
る
志
布
志
地
区
の
具
体
的

な
成
果
な
ど
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
民
が
自
ら
の
手
で
ま
ち
づ
く
り
を
行

う
た
め
の
貴
重
な
会
と
な
り
ま
し
た
。
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サ
ワ
ー
ポ
メ
ロ
の
収
穫
祭
を
開
催

　

１
月
14
日
、
有
明
地
区
宮
塩
自
治
会
の

山
中
梓
さ
ん
（
79
歳
）
所
有
の
サ
ワ
ー
ポ

メ
ロ
園
で
収
穫
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

伊
﨑
田
む
ら
再
生
実
行
委
員
会
が
運
営

す
る
サ
ワ
ー
ポ
メ
ロ
の
オ
ー
ナ
ー
制
は
今

年
２
年
目
と
な
り
、
市
内
外
か
ら
53
組
の

申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

　

収
穫
祭
に
は
35
組
の
オ
ー
ナ
ー
、

１
０
０
人
程
が
集
ま
り
、
５
月
に
抽
選
で

決
定
し
た
自
分
の
木
に
実
っ
た
サ
ワ
ー
ポ

メ
ロ
を
一
つ
ず
つ
収
穫
を
し
ま
し
た
。

　

ケ
ー
ス
に
一
杯
の
サ
ワ
ー
ポ
メ
ロ
を
何

回
も
自
動
車
に
運
び
な
が
ら
、
参
加
者
は

収
穫
の
喜
び
を
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

一つずつ収穫しました

県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
剣
道
競
技
で
優
勝

　

12
月
24
日
、
鹿
児
島
県
体
育
館
で
開
催

さ
れ
た
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
競
技
別
交
歓

大
会
剣
道
競
技
の
部
で
、
小
学
生
の
部
に

出
場
し
た
志
布
志
武
道
館
剣
道
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
が
優
勝
し
ま
し
た
。
ま
た
中
学
生

個
人
の
部
で
来
條
祐
太
さ
ん
（
志
布
志
中

３
年
）
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

今
大
会
で
優
勝
し
た
選
手
の
皆
さ
ん

は
、
３
月
27
日
か
ら
29
日
に
岡
山
市
で
開

催
さ
れ
る
第
29
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

剣
道
交
流
大
会
に
県
代
表
と
し
て
出
場
し

ま
す
。全
国
大
会
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
で
優
秀
賞
！

　

１
月
30
日
、
香
月
小
学
校
で
ス
チ
ー
ル

缶
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
の
主
催
す
る
「
第
１

回
ス
チ
ー
ル
缶
リ
サ
イ
ク
ル
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
テ
ス
ト
」
で
優
秀
賞
に
輝
い
た
同
校
２

年
の
山
本
日ひ
な
た向
さ
ん
に
、
表
彰
状
と
副
賞

が
同
協
会
事
務
局
部
長
の
川
崎
一
行
さ
ん

（
写
真
左
）
よ
り
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
本
さ
ん
は
「
お
母
さ
ん
に
リ
サ
イ
ク
ル

に
つ
い
て
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、
家
で
の

様
子
を
描
き
ま
し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

優勝をよろこぶ選手の皆さん

人権擁護委員を委嘱されました

　山本力
つとむ

さん（松山町新橋）が、法
務大臣から人権擁護委員の委嘱を受
けました。
　山本さんは、松光寺に昭和 58 年
に入寺し、平成 3 年から 5 期 15 年
間、人権擁護委員として活躍されて
おり、1 月 1 日付けで再任され、1
月 17 日、市役所で瀨戸口助役から
委嘱状が手渡されました。
　人権擁護委員は地域住民の人権に
ついて、一番身近な相談相手とな
り、人権尊重思想の啓発に努めてい
ます。今後の活躍を期待します。

委嘱状を手にする山本さん

自
分
た
ち
の
手
で
卒
業
証
書
を
！

　

１
月
19
日
、
伊
﨑
田
小
学
校
、
中
学
校

の
子
ど
も
達
が
、
自
分
た
ち
の
卒
業
証
書

を
作
ろ
う
と
、
小
学
校
内
に
あ
る
郷
土
室

で
伊
﨑
田
和
紙
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

こ
の
和
紙
作
り
に
は
、
例
年
、
伊
﨑
田

和
紙
保
存
会
（
田
中
昭
臣
代
表
）
が
、
子

ど
も
達
に
そ
の
工
程
を
指
導
し
ま
す
。

　

保
存
会
の
皆
さ
ん
は
、
伊
﨑
田
和
紙
を

作
る
た
め
に
原
料
と
な
る
楮か
じ

を
採
集
し
、

蒸
し
た
後
に
皮
を
は
ぎ
、
そ
の
皮
を
乾
燥

し
１
年
間
寝
か
す
な
ど
、
年
間
を
通
じ
て

和
紙
作
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

紙
漉
き
に
挑
戦
し
た
伊
﨑
田
中
学
校
３

年
生
の
菅
間
健
仁
さ
ん
は
「
故
郷
を
離
れ

て
も
、
こ
の
和
紙
を
見
れ
ば
故
郷
を
思
い

出
す
と
思
い
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

中学生は慣れた手つきで紙を漉いていました

創立 50周年記念の人文字

オーナー同士の親睦を深めたバーベキュー大会

各地区のふるさとづくり委員会が意見交換を行いました

受賞を喜ぶ山本さん



9　市報しぶし■ 2007.2

中
洋
人
会
長
）」
が
中
心
と
な
り
行
わ
れ

る
も
の
で
、
平
成
12
年
に
校
区
民
会
議
が

発
足
し
た
と
き
に
「
地
域
の
子
ど
も
達
に

故
郷
を
感
じ
て
も
ら
う
よ
う
な
取
り
組
み

を
一
緒
に
し
て
み
た
い
」
と
、
泥
ん
こ

鬼
火
焚
き
で
地
域
の
活
性
化
を
！

　

鬼
火
焚
き
は
、
鹿
児
島
県
に
昔
か
ら
伝

わ
る
新
年
の
行
事
で
、
竹
の
櫓
や
ぐ
ら

を
立
て
、

そ
れ
に
火
を
つ
け
て
燃
や
し
、
こ
の
竹
が

燃
え
る
と
き
の
「
パ
チ
パ
チ
」「
パ
ー
ン

パ
ー
ン
」
と
竹
が
破
裂
す
る
音
で
鬼
を
追

い
出
し
、
そ
の
年
を
無
病
息
災
で
過
ご
す

と
い
う
、願
い
が
込
め
ら
れ
た
行
事
で
す
。

　

１
月
７
日
、
松
山
地
区
泰
野
で
は
校
区

公
民
館
近
く
の
刈
り
取
り
の
終
わ
っ
た
水

田
で
鬼
火
焚
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
鬼
火
焚
き
は
「
て
の
ん
こ
会
（
村

大
会
や
カ
ル
タ
大
会
等
と
と
も
に
始
め
ら

れ
、
今
回
が
10
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。

　

子
ど
も
達
の
健
全
育
成
を
図
る
た
め
の

取
り
組
み
と
い
う
こ
と
も
あ
り
Ｐ
Ｔ
Ａ
や

地
域
の
協
力
も
多
く
、
今
日
ま
で
続
い
て

い
ま
す
。

　

12
月
23
日
に
、
て
の
ん
こ
会
の
メ
ン

バ
ー
等
が
作
っ
た
高
さ
20
㍍
に
迫
ろ
う
か

と
い
う
竹
の
櫓
は
迫
力
満
点
で
、
更
に
今

回
は
初
め
て
の
試
み
で
、
鬼
火
焚
き
当
日

ま
で
櫓
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
点
灯
さ

せ
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　

６
時
か
ら
行
わ
れ
た
開
会
行
事
で
は
、

て
の
ん
子
会
の
村
中
会
長
の
あ
い
さ
つ
の

後
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
を
使
っ
た
特
設

舞
台
に
、
泰
野
小
学
校
の
６
年
生
15
人
が

交
互
に
上
が
り
４
月
か
ら
の
中
学
生
活
に

向
け
て
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
６
年
生
が
た
い
ま
つ
で
櫓
に

火
を
付
け
、鬼
火
焚
き
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

火
は
瞬
く
間
に
燃
え
広
が
り
、
櫓
は
炎

に
包
ま
れ
、
集
ま
っ
た
人
た
ち
は
遠
く
か

ら
そ
の
火
を
見
守
り
ま
し
た
。

　

と
き
お
り
「
パ
ー
ン
パ
ー
ン
」
と
竹
の

破
裂
す
る
大
き
な
音
に
歓
声
が
あ
が
っ
て
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元
旦
は
田
ん
ぼ
で
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト

　

１
月
１
日
、
牛
若
丸
会
（
主
に
牛
ケ
迫

自
治
会
員
と
近
隣
の
若
者
）
が
、
恒
例
の

年
始
ゴ
ル
フ
を
牛
ケ
迫
内
の
収
穫
の
終

わ
っ
た
水
田
で
行
い
ま
し
た
。

　

15
年
程
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
こ
の
年

始
ゴ
ル
フ
は
、
水
田
に
作
っ
た
８
ホ
ー
ル

の
特
設
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加

者
は
全
員
長
靴
を
履
い
て
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

を
握
り
、
稲
の
刈
り
取
っ
た
あ
と
に
ボ
ー

ル
が
飛
ん
で
い
っ
た
り
、
水
路
に
ボ
ー
ル

が
落
ち
た
り
、
菱
田
川
に
ボ
ー
ル
が
飛
び

込
ん
だ
り
と
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
プ

レ
ー
で
き
ず
笑
い
の
連
続
で
し
た
。

　

参
加
者
の
脇
田
登
士
己
さ
ん
は
「
正
月

は
何
も
す
る
こ
と
が
無
い
の
で
始
め
た
こ

の
ゴ
ル
フ
は
、
和わ
き
あ
い
あ
い

気
藹
々
と
し
て
親
睦
が

図
れ
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

9 人の参加者は思い通りにならないボールに悪戦苦闘しました

豊
年
を
願
っ
て
『
臼う
す

起
こ
し
』

　

元
旦
の
夜
、
子
ど
も
達
が
近
所
の
家
々

を
回
り
、
も
ち
や
米
、
果
物
を
も
ら
っ
て

歩
く
伝
統
行
事
「
臼う
す

起
こ
し
」
が
志
布
志

地
区
の
大
川
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
マ
ン
サ
ク
」
と
も
呼
ば
れ
、
昭
和
の

初
め
こ
ろ
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
こ
の
行
事

は
、
子
ど
も
の
人
数
が
少
な
く
な
り
途
絶

え
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
14
年
に
８
年
ぶ

り
に
復
活
し
ま
し
た
。

　

雨あ
ま
が
っ
ぱ

合
羽
に
身
を
包
ん
だ
『
ひ
ま
わ
り
子

ど
も
会
』
の
小
・
中
学
生
８
人
と
保
護
者

が
、
高
い
と
こ
ろ
に
あ
る
家
か
ら
、
低
い

と
こ
ろ
に
あ
る
家
へ
回
り
ま
し
た
。

　

臼
に
も
ち
な
ど
を
入
れ
て
子
ど
も
た
ち

を
待
つ
家
で
は
、
今
年
一
年
の
豊
年
満
作

の
願
い
を
込
め
て
水
を
か
け
る
習
慣
が
あ

り
、子
ど
も
達
は「
キ
ャ
ー
キ
ャ
ー
」は
し
ゃ

ぎ
な
が
ら
水
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
は
、
用
意
さ
れ
た
臼
の
周
り

を
た
た
き
な
が
ら
「
マ
ン
サ
ク
、
マ
ン
サ

ク
、
マ
ン
サ
ク
」
と
３
回
唱
え
、
担
い
で

き
た
か
ご
に
も
ち
や
米
、
果
物
を
も
ら
っ

て
ま
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
、
集
落
で

花
嫁
を
も
ら
っ
た
家
に
集
ま
り
、
も
ち
を

分
け
、
一
緒
に
正
月
を
祝
い
ま
し
た
。

　

静
か
な
山
里
に
一
年
の
無
病
息
災
と
豊

年
満
作
を
願
う
子
ど
も
達
の
声
が
、
元
気

よ
く
響
き
渡
っ
て
い
ま
し
た

豊年を願い今年も伝統行事が行われました

市内各地で元旦祭

　1 月 1 日、晴れやかな元日の朝に、
市内各地で手作りの元旦祭が行われ
ました。
　野神校区自治会では、地元の稲荷
神社で伝統的な元旦祭が行われたあ
と、3 年前から地域の方がぜんざい
や焼き鳥などを初詣に訪れた方に振
る舞っています。
　「お参りに来る人をもてなすこと
で、近くにある神社や仏閣を大切に
したいと思います」とこの活動を続
けている福留幸治さんは話していま
した。

市内各地で伝統的な取り組みが行われました

地
域
の
高
齢
者
と
し
め
縄
作
り

　

12
月
21
日
、
八
野
小
学
校
（
藤
原
正ま

さ
ふ
み史

校
長
）
で
、
子
ど
も
達
が
地
域
の
高
齢
者

サ
ー
ク
ル
千ち
と
せ歳
会
（
池
添
力
会
長
）
の
指

導
の
も
と
、
し
め
縄
づ
く
り
を
体
験
し
ま

し
た
。

　

体
育
館
で
、
３
年
生
以
上
の
児
童
９
人

が
挑
戦
し
た
し
め
縄
作
り
は
、
最
初
は
慣

れ
な
い
手
つ
き
で
し
た
が
、
千
歳
会
の
方

の
指
導
で
次
第
に
慣
れ
て
、
最
後
は
全
員

立
派
な
し
め
縄
が
で
き
ま
し
た
。

　

し
め
縄
を
手
に
し
た
３
年
の
北
野
祐
也

さ
ん
は
「
初
め
て
し
め
縄
づ
く
り
を
し
ま

し
た
が
、
お
じ
い
さ
ん
に
優
し
く
教
え
て

も
ら
っ
て
上
手
に
で
き
ま
し
た
。
次
は
門

松
作
り
に
も
挑
戦
し
た
い
」
と
笑
顔
で
話

し
て
い
ま
し
た
。

地域の方としめ縄を作る子ども達

い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
昼
に
つ
い
た
餅
を
使
っ
た
ぜ

ん
ざ
い
や
焼
き
鳥
な
ど
も
振
る
舞
わ
れ
、

観
客
は
凍
て
つ
く
様
な
寒
さ
の
中
で
、
燃

え
上
が
る
炎
と
、
そ
の
暖
か
さ
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
は
松
山
地
区
新
橋
校
区

で
も
小
学
校
近
く
の
水
田
で
、
鬼
火
焚
き

が
初
め
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

【お詫び】市報しぶし 1 月号の 12 ページ上段に掲載された「列車ギャラリー作品展に入選」の
記事の写真に表記した放生會さんは、西薗さんの間違いでした。お詫びのうえ訂正いたします。

子ども達の手により櫓に点火されました

市
内
出
身
選
手
が
国
立
で
活
躍

　

12
月
30
日
か
ら
、
東
京
・
西
が
丘
サ
ッ

カ
ー
場
な
ど
首
都
圏
８
会
場
で
開
催
さ
れ

た
第
85
回
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大

会
に
、
鹿
児
島
県
代
表
と
し
て
初
出
場
し

た
神
村
学
園
に
本
市
出
身
の
中
村
駿
選
手

が
出
場
し
、
ベ
ス
ト
４
進
出
の
原
動
力
と

な
る
活
躍
を
み
せ
ま
し
た
。

　

中
村
選
手
は
幼
稚
園
時
代
か
ら
ボ
ー
ル

遊
び
が
大
好
き
で
、
志
布
志
小
学
校
時
代

に
は
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
所
属

し
、
本
格
的
に
サ
ッ
カ
ー
の
練
習
を
始
め

ま
し
た
。

　

全
国
大
会
の
感
想
を
中
村
選
手
は
「
国

立
競
技
場
で
試
合
が
で
き
て
奇
跡
の
よ
う

で
嬉
し
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

鹿
児
島
県
は
強
豪
校
も
多
く
、
ま
た
、

神
村
学
園
も
選
手
層
が
厚
い
た
め
、
中
村

選
手
は
人
一
倍
の
努
力
が
必
要
と
、
毎
日

の
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

２
月
に
は
九
州
大
会
に
も
出
場
し
ま

す
。
中
村
選
手
の
活
躍
に
期
待
し
ま
す
。

星陵戦で活躍する中村選手

↑こ
の
件
に
つ
い
て
は
２
月
２
日
の
鹿
実
戦
の
結
果
し
だ
い
で

変
更
に
な
り
ま
す
。



行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
、
私
た
ち
に
で
き
る
身
近
な
こ
と

は
、
買
い
物
に
行
っ
て
レ
ジ
袋
を
断
り
マ

イ
バ
ッ
グ
を
使
用
す
る
こ
と
で
す
。
こ
れ

は
誰
で
も
で
き
る
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、

車
に
マ
イ
バ
ッ
グ
を
２
つ
準
備
し
て
お
け

ば
、
１
つ
忘
れ
て
も
も
う
１
つ
が
活
躍
し

ま
す
。

　

２
年
前
、
旧
有
明
町
で
事
業
者
に
レ
ジ

袋
有
料
化
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
中
の
意
見
で
「
環
境
問
題

を
考
え
た
と
き
に
レ
ジ
袋
削
減
は
賛
成

だ
。
し
か
し
自
分
だ
け
レ
ジ
袋
有
料
化
は

で
き
な
い
、
お
客
が
来
な
く
な
っ
て
し
ま

う
」「
も
っ
と
広
域
的
に
や
る
べ
き
だ
」「
レ

ジ
袋
に
入
れ
て
渡
す
の
が
最
低
限
の
サ
ー

ビ
ス
だ
」
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
事
業
者
と
し
て
①
果
物
な
ど
は

ば
ら
売
り
す
る
な
ど
過
剰
包
装
を
し
な
い
②

環
境
に
配
慮
し
た
商
品
を
問
屋
さ
ん
に
要
求

す
る
③
地
元
産
、
旬
の
も
の
を
売
る
④
レ
ジ

袋
が
い
る
か
ど
う
か
の
声
か
け
を
す
る
⑤
レ

ジ
袋
を
有
料
化
す
る
な
ど
の
行
動
。

　

消
費
者
と
し
て
①
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
す

る
②
レ
ジ
袋
を
断
る
③
詰
め
替
え
用
品
を
選

ぶ
④
季
節
の
野
菜
を
買
う
⑤
地
元
の
も
の
を

買
う
⑥
賞
味
期
限
の
近
い
も
の
か
ら
買
う
な

ど
の
行
動
が
環
境
に
や
さ
し
い
行
動
で
あ

り
、
社
会
を
変
え
て
い
く
の
で
す
。

　

取
材
に
行
っ
た
Ａ
コ
ー
プ
あ
お
ぞ
ら
店

で
は
「
マ
イ
バ
ッ
ク
は
レ
ジ
袋
よ
り
丈
夫

で
入
れ
や
す
い
の
で
大
歓
迎
で
す
」
と
レ

ジ
担
当
の
方
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

使
い
捨
て
商
品
よ
り
も
、
丈
夫
で
長
持

ち
す
る
も
の
は
愛
着
が
あ
り
ま
す
。
も
の

を
大
切
に
す
れ
ば
、
人
も
大
切
に
し
て
い

く
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う

市
民
が
い
っ
ぱ
い
い
る
志
布
志
市
に
な
り

た
い
で
す
ね
。

地球にやさしいこと
　　　はじめよう！

マイロードクリーン大作戦！（ただいま延べ 101km）参加者募集中です！年間を通して自分の時間で参加してください。
■エコライフ 55 に関する参加・問い合わせ先　( 志布志市役所環境政策課 ) Tel 474-1111( 内線 134)
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昨
年
の
暮
れ
の
新
聞
に
「
賢
い
主
婦
は

ス
ー
パ
ー
で
手
前
に
並
ん
で
い
る
古
い
牛

乳
を
買
う
」
と
い
う
記
事
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
さ
し
く
グ
リ
ー
ン
コ
ン
シ
ュ
ー
マ

（
日
々
の
買
い
物
を
す
る
と
き
に
環
境
の

こ
と
を
考
え
な
が
ら
商
品
や
お
店
を
選
ぶ

人
の
こ
と
）
だ
と
思
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
人
が
増
え
る
こ
と
で
、「
も

の
を
大
切
に
そ
し
て
人
を
大
切
に
す
る
社

会
」
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
の
で
す
。

　

今
レ
ジ
袋
の
有
料
化
を
始
め
る
小
売
店

が
全
国
的
に
増
え
て
い
ま
す
。
な
ぜ
で

し
ょ
う
？
そ
れ
は
、
レ
ジ
袋
の
大
量
消
費

が
様
々
な
環
境
問
題
に
つ
な
が
っ
て
い
る

か
ら
で
す
。

　

一
番
は
、
石
油
資
源
の
消
費
の
問
題
で

す
。レ
ジ
袋
は
石
油
か
ら
で
き
て
い
ま
す
。

レ
ジ
袋
が
少
な
く
な
れ
ば
、
そ
の
分
石
油

が
節
約
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
大
切

な
石
油
を
有
効
に
使
い
た
い
も
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
て
、
改
正

容
器
リ
サ
イ
ク
ル
法
が
、
４
月
１
日
か
ら

施
行
さ
れ
ま
す
。
内
容
は
、
事
業
者
に
包

装
材
な
ど
の
削
減
が
義
務
付
け
ら
れ
る
と

い
う
も
の
で
す
。

例
え
ば
、

・
レ
ジ
袋
を
有
料
化
す
る

・
お
店
が
マ
イ
バ
ッ
ク
を
準
備
す
る

・
は
か
り
売
り
を
す
る

・
レ
ジ
袋
が
必
要
か
意
思
確
認
を
す
る

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
、
包

装
材
（
レ
ジ
袋
な
ど
）
の
削
減
に
努
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

改
正
容
器
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
施
行
に
向

け
て
様
々
な
事
業
所
で
、
包
装
材
の
削
減

を
図
る
た
め
、
レ
ジ
袋
有
料
化
な
ど
の
取

り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
人
は
、
レ
ジ
袋
を
年
間
３
０
０
億

枚
使
用
し
て
い
る
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ

り
ま
す
。
つ
ま
り
、
年
間
１
人
あ
た
り

３
０
０
枚
使
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

ま
た
、
市
の
人
口
は
約
３
万
５
０
０
０

人
で
す
か
ら
、
市
全
体
で
約
１
０
５
０
万

枚
使
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。ま
た
、

１
枚
の
重
さ
を
８
㌘
で
計
算
す
る
と
、
重

さ
85
㌧
分
の
レ
ジ
袋
を
使
用
し
て
い
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
小
粒
の

も
の
が
約
７
㌘
で
す
の
で
、
レ
ジ
袋
を
１

枚
使
わ
な
い
と
ミ
ニ
ト
マ
ト
１
個
の
ご
み

減
量
に
な
る
の
で
す
。

　

こ
の
レ
ジ
袋
の
大
半
は
ご
み
と
し
て
排

出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

レ
ジ
袋
は
確
か
に
手
軽
で
便
利
な
も
の

で
す
。
様
々
な
場
面
で
重
宝
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
ス
ー
パ
ー
で
ガ
ム
や
缶

ジ
ュ
ー
ス
１
本
買
い
物
を
し
て
も
レ
ジ
袋

に
入
れ
ま
す
。
こ
れ
は
必
要
で
し
ょ
う

か
？
そ
の
ま
ま
袋
を
使
わ
ず
に
持
っ
て
帰

れ
な
い
で
し
ょ
う
か
？
必
要
か
ど
う
か
、

少
し
考
え
て
み
た
い
も
の
で
す
。

　

先
ほ
ど
、
レ
ジ
袋
の
大
半
が
ご
み
に
な

る
と
述
べ
ま
し
た
が
、
レ
ジ
袋
が
ポ
イ
捨

て
さ
れ
、
水
田
の
給
水
口
に
つ
ま
り
、
朝

行
っ
て
み
た
ら
水
が
か
か
っ
て
い
な
か
っ

た
と
い
う
話
を
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
海
で
も
問
題
が
起
き
て
い
ま
す
。

魚
た
ち
が
ク
ラ
ゲ
や
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
と
間

違
え
て
ビ
ニ
ー
ル
片
を
食
べ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
し
て
、
お
腹
い
っ
ぱ
い
に
な
る
け

れ
ど
消
化
さ
れ
ず
に
、
胃
の
中
に
い
つ
ま

で
も
ご
み
は
残
り
ま
す
。
そ
し
て
、
体
力

を
失
い
死
ん
で
い
く
の
で
す
。

■
Ｒ
ｅ
ｆ
ｕ
ｓ
ｅ
（
リ
フ
ュ
ー
ズ
）

ご
み
に
な
る
も
の
を
断
ち
ま
し
ょ
う
！

　

マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
し
て
レ
ジ
袋
を
も

ら
わ
な
い
な
ど
、
大
量
生
産
・
大
量
消
費
・

大
量
廃
棄
の
使
い
捨
て
型
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
を
見
直
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

■
Ｒ
ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ｅ
（
リ
デ
ュ
ー
ス
）

買
う
量
・
使
う
量
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
！

　

買
い
物
の
前
に
必
要
な
も
の
の
リ
ス
ト

を
作
り
、
必
要
な
物
だ
け
購
入
し
ま
す
。

ま
た
、
買
っ
て
来
て
手
付
か
ず
で
捨
て
ら

れ
る
「
手
付
か
ず
食
品
」、「
食
べ
残
し
」

を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

■
Ｒ
ｅ
ｕ
ｓ
ｅ
（
リ
ユ
ー
ス
）

繰
り
返
し
使
い
ま
し
ょ
う
！

　

使
い
捨
て
容
器
で
は
な
く
、
ビ
ー
ル
ビ

ン
な
ど
何
度
も
使
え
る
容
器
（
リ
タ
ー
ナ

ル
容
器
）
に
入
っ
た
製
品
を
選
び
ま
す
。

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
を
活
用
し
て
使
え

る
服
な
ど
は
、
必
要
な
人
に
譲
っ
た
り
し

ま
し
ょ
う
。

■
Ｒ
ｅ
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｅ
（
リ
サ
イ
ク
ル
）

資
源
に
再
生
し
て
再
利
用
し
ま
し
ょ
う
！

　

市
が
行
う
分
別
収
集
に
し
っ
か
り
と
協

力
す
る
こ
と
は
勿
論
で
す
が
、
再
生
品
を

使
っ
た
環
境
に
や
さ
し
い
品
物
を
選
ぶ
な

ど
常
に
環
境
に
対
す
る
意
識
を
持
つ
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

志
布
志
市
内
で
も
レ
ジ
袋
の
削
減
に
努

め
る
事
業
所
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
マ

イ
バ
ッ
グ
を
持
参
す
る
と
ス
タ
ン
プ
カ
ー

ド
に
押
印
し
賞
品
や
割
引
の
サ
ー
ビ
ス
を

な
ぜ
レ
ジ
袋
削
減
？

買
い
物
か
ら
社
会
を
変
え
よ
う
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志
布
志
市
は
年
間
85
㌧
使
用
？

最
近
の
情
報

21 世紀は環境の世紀 ! 未来の子ども達に美しい地球を残すことは今を生きる私たちの責任です。

ご
み
分
別
は
正
し
く
お
願
い
し
ま
す

　

そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
排
出
す
る
と

き
に
、
レ
ジ
袋
の
中
に
ト
レ
イ
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類
を
入
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。
二
重
に
入
れ
ず
に
単
品
ご
と
に
入

れ
て
く
だ
さ
い
。
回
収
後
に
袋
を
破
砕
す

る
と
き
に
何
度
も
破
ら
な
い
と
い
け
な
い

た
め
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

環
境
学
習
会
の
ご
案
内

　

今
回
の
環
境
学
習
会
で
は
、
子
供
も
大

人
も
一
緒
に
自
然
と
触
れ
合
え
る
「
ネ
イ

チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
」
等
を
行
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
有
機
野
菜
を
使
っ
た
料

理
や
せ
っ
け
ん
を
作
り
ま
す
。

　

皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　

２
月
24
日
（
土
）

　
　
　
　

９
時
～
12
時

■
場
所　

そ
お
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

■
定
員　

20
人
（
親
子
あ
わ
せ
て
）

■
参
加
費　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　

そ
お
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

　

℡
４
７
１
ー
６
０
５
０

※
環
境
学
習
会
は
、
偶
数
月
の
第
４
土
曜

　

日
に
行
い
ま
す
。

乳
酸
菌
バ
イ
オ
く
ん
を

無
料
で
配
布
し
ま
す

　

そ
お
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
は
、
生

ご
み
の
匂
い
を
消
臭
す
る
た
め
の
乳
酸
菌

バ
イ
オ
く
ん
を
作
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

台
所
の
三
角
コ
ー
ナ
ー
や
、
生
ご
み
バ
ケ

ツ
に
ふ
り
か
け
れ
ば
消
臭
効
果
が
あ
る
も

の
で
す
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
詰
め
て
あ
り

ま
す
の
で
、
霧
吹
き
や
風
呂
掃
除
用
の
容

器
な
ど
に
入
れ
て
ご
使
用
く
だ
さ
い
。
こ

れ
を
３
月
ま
で
は
１
世
帯
１
本
無
料
で
配

布
し
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
市
役
所

環
境
政
策
課
、
志
布
志
支
所
市
民
課
、
松

山
支
所
市
民
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
４
月
以
降
は
１
本
３
０
０
円
で
販

売
し
ま
す
。

「
買
い
物
か
ら
ゴ
ミ
減
ら
し

円
卓
会
議
」
委
員
を
募
集
！

　

市
衛
生
自
治
会
で
は
、
レ
ジ
袋
削
減
に

つ
い
て
円
卓
会
議
を
開
催
し
ま
す
。
買
い

物
を
通
し
て
ゴ
ミ
減
量
を
考
え
る
会
に
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

１
人
で
も
多
く
の
参
加
を
お
願
い
し
ま

す
。

１
．
公
募
委
員
の
数　
　

５
人
程
度

２
．
会
議
の
開
催
回
数　

年
３
回
程
度

３
．
応
募
資
格　

市
内
に
居
住
す
る
20
歳

　
　
　
　
　
　
　

以
上
の
方

４
．
募
集
期
限　

３
月
５
日
（
月
）

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
部
環
境
政
策
課
環
境
政
策
係　
　

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
１
３
４
）

便
利
な
ん
だ
け
ど
・
・
・

買
い
物
か
ら
社
会
を
変
え
よ
う
！

レジ袋ごと捨てられたごみ

単品できちんと入れましょう

４
Ｒ
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
！

マイバッグで地球環境を守りましょう !



　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
お
お
す
み
半
島

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、

Ｆ
Ｍ
志
布
志
・
Ｆ
Ｍ
か
の
や
・
Ｆ
Ｍ
き
も

つ
き
の
共
同
運
営
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
で
す
。

　

Ｆ
Ｍ
志
布
志
は
、
特
定
非
営
利
活
動
法

人
（
平
成
17
年
８
月
認
証
）『
志
布
志
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
』
が
、
志
布
志
市
を
中

心
に
放
送
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
局

で
、
平
成
18
年
10
月
13
日
、
サ
ン
ポ
ー
ト

し
ぶ
し
ア
ピ
ア
内
に
開
局
し
ま
し
た
。

　

周
波
数
は
78
・
１
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
、
出
力

は
20
㍗
で
志
布
志
地
区
の
陣
岳
（
テ
レ
ビ

放
送
の
志
布
志
中
継
局
と
同
一
地
点
）
か

ら
送
信
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
は
、
市
内
の
約
７
割
の
範
囲
で
受

信
す
る
こ
と
が
可
能
で
、
番
組
制
作
は
各

局
と
お
お
す
み
Ｆ
Ｍ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
Ｆ
Ｍ
放
送
は
「
誰
で
も
ラ
ジ
オ
、

ど
こ
で
も
リ
ス
ナ
ー｣

を
趣
旨
と
し
て
お

り
、
Ｆ
Ｍ
か
の
や･

き
も
つ
き
開
局
日
の

放
送
で
は
小
学
生
が
コ
ー
ル
サ
イ
ン
を
送

出
す
る
な
ど
、
誰
で
も
ラ
ジ
オ
番
組
に
出

演
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
広
く
用
い

ら
れ
て
い
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ク
セ
ス
（
地

元
住
民
に
よ
る
制
作
番
組
）を
積
極
的
に
、

実
施
し
て
い
る
国
内
で
も
数
少
な
い
放
送

局
で
す
。

　

志
布
志
市
で
聴
く
こ
と
の
で
き
る
Ｆ
Ｍ

志
布
志
は
、
平
成
18
年
10
月
28
日
に
、
サ

ン
ポ
ー
ト
し
ぶ
し
ア
ピ
ア
11
周
年
記
念
公

開
生
放
送
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は｢

Ｆふ

むＭ

Ｆふ

むＭ｣

で
す
。
Ｆふ

むＭ
Ｆふ

むＭ
の
名
称
は
平
成
17

年
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
募
さ
れ
ま
し

た
。（
デ
ザ
イ
ン
は
鹿
屋
市
の
徳
留
好
恵
さ
ん
）

　

最
近
は
放
送
も
充
実
し
、
サ
ン
ポ
ー

ト
し
ぶ
し
ア
ピ
ア
な
ど
で
配
布
し
て
い
る

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
Ｂ
Ｉ
Ｇ
・
Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ
」

や
「
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｔ
」、
南
九
州
新
聞
の

紙
面
に
も
番
組
表
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

みんなでつくる共生・協働のまちづくり

大
隅
半
島
の
情
報
発
信
基
地
誕
生

　

今
ま
で
、
大
隅
半
島
に
は
自
分
た
ち
で

情
報
発
信
で
き
る
メ
デ
ィ
ア
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
大
隅
半
島
に
メ
デ
ィ
ア
の
必

要
性
を
感
じ
、
誰
で
も
気
軽
に
参
画
で
き

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
運
営
に
よ
る
ラ
ジ
オ
局
が
立
ち

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

お
お
す
み
Ｆ
Ｍ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
運
営

は
放
送
機
材
の
賃
借
料
・
専
用
回
線
、
電
話

使
用
料
、
交
通
費
、
専
従
職
員
の
人
件
費
等

以
外
は
非
営
利
で
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

利
益
が
出
た
ら
、
よ
り
質
の
高
い
番
組

作
り
や
目
的
に
沿
っ
た
事
業
に
再
投
資
を

行
い
ま
す
。

　

大
隅
半
島
に
初
め
て
誕
生
し
た
ラ
ジ
オ

局
を
多
く
の
皆
様
の
手
で
「
わ
が
え
ん
町

の
放
送
局
」
と
し
て
浸
透
す
る
こ
と
を
願

い
ま
す
。

　

ま
た
、運
営
に
つ
い
て
は
Ｆ
Ｍ
か
の
や
・

Ｆ
Ｍ
き
も
つ
き
・
Ｆ
Ｍ
志
布
志
が
共
同
運

営
し
て
い
ま
す
。

　

Ｆ
Ｍ
志
布
志
で
は
、
会
員
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
に
携
わ
り
た
い
、
興
味
が
あ
る
、

ラ
ジ
オ
に
出
て
み
た
い
と
思
う
方
は
左
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

お
お
す
み
半
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

℡
０
９
９
４
ー
４
１
ー
１
４
８
５

み
ん
な
で
聴
こ
う
Ｆ
Ｍ
志
布
志

「
志
布
志
の
民
話
」
は
毎
週
金
曜
日
、
午
後

８
時
20
分
か
ら
15
分
間
の
放
送
で
す
。

　

Ｆ
Ｍ
志
布
志
放
送
局
長
の
北
川
美
喜
子

さ
ん
の
朗
読
で
「
あ
っ
た
こ
っ
じ
ゃ
ろ
か

い
、
ね
か
っ
た
こ
っ
じ
ゃ
ろ
か
い
。
あ
っ

た
こ
ち
し
っ
せ
え
、
き
っ
く
い
や
ん
せ
」

で
始
ま
り
ま
す
。
朗
読
の
も
と
に
な
っ
た

『
志
布
志
の
民
話
』
は
平
成
６
年
に
志
布

志
町
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
１
冊
の
本
に

ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

民
話
は
本
来
、
方
言
で
語
ら
れ
る
も
の

で
す
が
、
会
話
以
外
は
で
き
る
だ
け
わ
か

り
や
す
く
編
集
し
て
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
は
有
明
の
民
話
、
松
山
の

民
話
も
放
送
予
定
で
す
。

「
大
好
き
学
校
」
は
毎
週
水
曜
日
、
午
前

８
時
10
分
か
ら
15
分
間
の
放
送
で
す
。

　

市
内
の
小
中
学
校
に
、
突
撃
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
行
い
ま
す
。
子
ど
も
達
の
将
来

の
夢
な
ど
地
元
の
ラ
ジ
オ
局
な
ら
で
は
の

『
本
音
ト
ー
ク
』
で
、
親
近
感
を
覚
え
る

内
容
で
す
。

　

志
布
志
市
、
第
１
回
目
の
登
場
校
は
原

田
小
学
校
（
２
月
28
日
放
送
予
定
）
で
す
。

是
非
お
楽
し
み
に
。

「
輪わ

た

し
多
市
の
し
ぶ
し
」
は
毎
週
、
月
曜
日

と
木
曜
日
の
午
前
５
時
か
ら
１
時
間
の
放

送
で
す
。

　

市
報
し
ぶ
し
平
成
18
年
11
月
号
か
ら
、

市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
〝
鈴り
ん

〟
の
手
に
よ

り
始
ま
っ
た
『
市
報
の
朗
読
サ
ー
ビ
ス
』

を
放
送
し
ま
す
。

　

町
の
話
題
や
保
健
師
メ
モ
等
の
生
活
に

役
立
つ
情
報
を
、
市
内
の
読
み
聞
か
せ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
志
布
志
高
等
学
校
の
放
送

部
の
方
の
朗
読
で
紹
介
し
ま
す
。

　
「
早
起
き
は
三
文
の
得
」
と
い
い
ま
す
。

是
非
、
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
、

午
前
７
時
30
分
か
ら
生
放
送
の
「
お
お
す

み
お
は
よ
う
ラ
ジ
オ
！
」
で
は
全
国
の
特

産
品
が
、
リ
ス
ナ
ー
に
当
た
る
チ
ャ
ン
ス

の
「
ダ
ー
ツ
に
聞
い
て
！
」
な
ど
の
楽
し

い
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。
是
非
、
市
民

の
皆
さ
ん
も
聴
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

音
響
機
器
の
操
作
に
ド
キ
ド
キ

　

お
お
す
み
Ｆ
Ｍ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
主
催
の

「
ミ
キ
サ
ー
（
音
響
技
術
）
養
成
講
座
」

の
第
一
期
が
、Ｆ
Ｍ
志
布
志
ス
タ
ジ
オ（
サ

ン
ポ
ー
ト
し
ぶ
し
ア
ピ
ア
内
）
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

１
月
22
日
の
第
２
回
目
の
講
座
で
は
、

参
加
者
が
実
際
に
機
器
を
操
作
し
て
番
組

制
作
を
勉
強
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
講
座
に
参
加
し
た
勝
田
希
さ
ん

は
「
以
前
か
ら
興
味
が
あ
り
参
加
し
ま
し

た
。
と
て
も
難
し
い
で
す
が
、
将
来
は
放

送
の
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
こ
の
養
成
講
座
の
卒
業
生
が
ミ

キ
サ
ー
を
操
作
し
て
Ｆ
Ｍ
放
送
を
手
伝
う

日
も
近
い
と
思
い
ま
す
。

目
指
せ
未
来
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー

　

１
月
16
日
か
ら
２
月
20
日
に
か
け
て

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
養
成
講
座
を
行
っ
て

い
ま
す
。
講
師
は
南
日
本
放
送
の
パ
ー
ソ

ナ
リ
テ
ィ
ー
と
し
て
お
な
じ
み
の
二
見
い

す
ず
さ
ん
で
す
。

　

講
座
で
は
、
話
し
方
や
発
音
だ
け
で
な

く
、
受
講
生
に
30
秒
と
思
っ
た
ら
手
を
上

げ
て
も
ら
う
な
ど
の
ゲ
ー
ム
を
取
り
入
れ

な
が
ら
、
人
に
気
持
ち
を
伝
え
る
技
術
な

ど
に
つ
い
て
も
学
習
し
ま
し
た
。

　

受
講
生
の
牧
枝
み
ゆ
き
さ
ん
は
「
普
段

何
気
な
く
話
し
て
い
る
言
葉
の
難
し
さ
に

驚
き
ま
し
た
。
声
だ
け
で
相
手
に
伝
え
る

ラ
ジ
オ
の
世
界
を
も
っ
と
知
り
た
く
な
り

ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

お
お
す
み
半
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

Ｆ
Ｍ『
志
布
志
』
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地域の情報満載で
す！

二見いすずさんがアナウンサーの基本を分かりやすく教えました

FMしぶし開局時の放送の様子（島津陽亮理事長のあいさつ）

講師の竹井恵実さんが分かりやすく機器の操作を指導しました

朗読ボランティアの打合せの様子



家庭で演奏することはめったにありませんが、サロンでは参加者の歌声に合わせるように演奏を楽しんでいます。
15　市報しぶし■ 2007.2

　

１
月
号
に
も
掲
載
し
て
あ
り
ま
し
た
よ

う
に
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の

薬
は
食
事
と
運
動
を
中
心
に
生
活
習
慣
を

見
直
し
継
続
す
る
こ
と
で
す
。
特
に
、
脂

肪
が
内
臓
に
蓄
積
す
る
状
態
の
肥
満
で
あ

る
内
臓
脂
肪
型
肥
満
「
り
ん
ご
型
肥
満
」

は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
引

き
起
こ
す
危
険
が
高
く
、
食
生
活
や
運
動

な
ど
生
活
習
慣
の
改
善
で
、
予
防
・
解
消

で
き
ま
す
。

食
生
活
の
改
善
の
ポ
イ
ン
ト

※
一
日
３
食
き
ち
ん
と
食
べ
る
。
食
卓
に

　
「
主
食
」「
主
菜
」「
副
菜
」
を
そ
ろ
え
、

　

多
く
の
食
材
を
と
る
よ
う
に
す
る
。

※
早
食
い
、
ド
カ
食
い
を
し
な
い
。

※
最
初
に
野
菜
類
を
食
べ
空
腹
感
を
解
消

　

す
る
。

※
一
口
20
回
以
上
、よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
。

※
箸
や
ご
飯
茶
碗
は
、
一
口
ご
と
に
置
く

　

よ
う
に
す
る
。

※
食
事
は
15
～
30
分
か
け
て
食
べ
る
。

※
洋
菓
子
や
砂
糖
入
り
缶
コ
ー
ヒ
ー
・
炭

　

酸
飲
料
・
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
・
ア
イ
ス
ク

　

リ
ー
ム
な
ど
砂
糖
や
脂
肪
を
多
く
含
む

　

食
品
は
避
け
る
。
果
物
は
、
果
糖
が
多

　

く
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
一
日
に
バ
ナ

　

ナ
だ
っ
た
ら
中
１
本
み
か
ん
で
は
２
個

　

程
度
に
控
え
る
。

※
油
脂
類
は
調
理
法
や
食
材
の
工
夫
で
エ

ネ
ル
ギ
ー
ダ
ウ
ン
す
る
。（
図
１
参
照
）

※
だ
し
汁
を
上
手
く
活
用
し
、
塩
分
を
摂

り
過
ぎ
な
い
よ
う
に
す
る
。

※
腹
八
分
目
を
心
が
け
、
食
べ
す
ぎ
を
防
ぐ

※
ア
ル
コ
ー
ル
は
適
量
を
守
り
、
週
２
日

は
休
肝
日
を
設
け
る
。

■
適
量
の
飲
酒
量

※
ビ
ー
ル
な
ら
中
瓶
１
本（
５
０
０
㍉
㍑
）

※
日
本
酒
な
ら
一
合
（
１
８
０
㍉
㍑
）

※
焼
酎（
25
度
）な
ら
0.6
合（
１
１
０
㍉
㍑
）

※
ウ
イ
ス
キ
ー
な
ら
ダ
ブ
ル
１
杯（
60
㍉
㍑
）

※
ワ
イ
ン
な
ら
２
杯
（
２
２
０
㍉
㍑
）

腹
囲
を
１
㌢
減
少
さ
せ
る
た
め
に
は
？

　

腹
囲
の
１
㌢
減
少
は
、
約
１
㌔
の
体
重

の
減
少
に
相
当
し
ま
す
。
体
重
を
１
㌔
減

少
さ
せ
る
た
め
に
は
、「
運
動
に
よ
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
増
加
」
と
「
食
事
改

善
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
摂
取
量
の
減
少
」

を
合
わ
せ
て
約
７
０
０
０
㌔
カ
ロ
リ
ー

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
１
か
月

か
け
て
１
㌢
腹
囲
を
減
少
さ
せ
る
た
め
に

は
、
１
日
あ
た
り
約
２
３
０
㌔
カ
ロ
リ
ー

を
、
食
事
に
よ
る
カ
ロ
リ
ー
制
限
と
運
動

に
よ
る
減
量
で
行
う
こ
と
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
一
般
に
、
運
動
の
み
で
体
重
を
減

少
さ
せ
る
の
に
比
べ
、
食
事
改
善
と
合
わ

せ
て
行
っ
た
ほ
う
が
減
量
し
や
す
く
、
内

臓
脂
肪
の
減
少
量
も
大
き
く
な
り
ま
す
。

　

食
べ
す
ぎ
に
注
意
し
、
生
活
の
中
で
無

理
な
く
運
動
を
心
が
け
る
こ
と
で
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
予
防
・
解
消
し

ま
し
ょ
う
。

全
盲
の
キ
ー
ボ
ー
ド
奏
者

　

田
淵
司
さ
ん
（
67
歳
、有
明
町
伊
﨑
田
）

は
、
平
成
12
年
か
ら
キ
ー
ボ
ー
ド
（
電
子

ピ
ア
ノ
）
を
手
に
有
明
地
区
の
高
齢
者
ふ

れ
あ
い
サ
ロ
ン
（
公
民
館
等
で
行
わ
れ
る

高
齢
者
向
け
の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
）
等

に
出
向
き
、
参
加
者
の
方
が
楽
し
く
歌
え

る
よ
う
に
、
演
奏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
近
く
に

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
な
か
よ
し
で

活
動
し
て
い
る
妻
の
ヤ
ス
子
さ
ん
の
姿
が

あ
り
ま
す
。「
妻
は
運
転
手
で
す
。
こ
れ

だ
け
は
自
分
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
か

ら
」
と
笑
う
田
淵
さ
ん
。
し
か
し
、
家
庭

で
の
家
事
な
ど
は
、
で
き
る
こ
と
は
分
担

し
て
行
っ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

　

田
淵
さ
ん
は
、
伊
﨑
田
中
学
校
で
教
師

と
し
て
教
壇
に
立
っ
て
い
ま
し
た
が
、
昭

和
57
年
に
失
明
し
退
職
し
ま
し
た
。
そ
の

シ
ョ
ッ
ク
は
大
き
く
暫
く
は
外
出
も
せ

ず
、
ふ
さ
ぎ
こ
ん
で
い
た
と
い
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
以
前
か
ら
興
味
が
あ
っ
た

キ
ー
ボ
ー
ド
を
購
入
し
、
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
の
家
を
訪
問
し
、
演
奏
を
行
う
う

ち
に
次
第
に
元
気
を
取
り
戻
し
ま
し
た
。

「
一
人
暮
ら
し
の
方
を
励
ま
し
て
い
た
つ

も
り
が
、
自
分
が
元
気
付
け
ら
れ
て
い
た

ん
で
す
ね
」
と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

現
在
は
有
明
地
区
で
毎
月
11
か
所
の
演

奏
の
ほ
か
、
松
山
地
区
な
ど
で
も
演
奏
を

行
う
な
ど
多
忙
な
毎
日
を
送
り
ま
す
。

　

１
月
17
日
、
有
明
校
区
青
少
年
館
で
開

催
さ
れ
た
サ
ロ
ン
で
は
、
10
人
を
超
え
る

参
加
者
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
な

か
よ
し
と
と
も
に
、
楽
し
そ
う
に
キ
ー

ボ
ー
ド
を
奏
で
る
田
淵
さ
ん
の
姿
が
あ
り

ま
し
た
。「
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
で
演
奏
し

た
い
と
思
っ
て
も
な
か
な
か
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
ん
な
と
き
に
サ
ロ
ン
で
の
演

奏
依
頼
を
受
け
た
と
き
は
少
し
恥
ず
か
し

い
と
思
っ
た
け
ど
、
新
し
い
楽
し
み
が
で

き
ま
し
た
。
サ
ロ
ン
は
楽
し
い
の
で
も
っ

と
多
く
の
人
に
来
て
も
ら
い
た
い
で
す

ね
」
と
話
し
ま
す
。

　

司
会
の
方
が「
次
に
歌
い
た
い
歌
は
？
」

と
参
加
者
達
に
問
い
か
け
る
と
「
お
正
月

の
歌
」
と
声
が
か
か
り
、
田
淵
さ
ん
は
す

ぐ
に
演
奏
を
始
め
ま
し
た
。

　

ゲ
ー
ム
の
間
も
Ｂ
Ｇ
Ｍ
を
演
奏
す
る
な

ど
忙
し
そ
う
な
田
淵
さ
ん
で
す
が
、
そ
の

笑
顔
は
大
変
輝
い
て
い
ま
し
た
。

※
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
は
有
明
・
松
山
地
区

で
開
催
さ
れ
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
参
加
日
程
な
ど
は
各
地
区
の
社
会
福

祉
協
議
会
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

二人三脚でボランティア活動に参加します

　　　　　■健康についての様々な相談にいつでも応じています。お気軽にお問い合わせください。
本庁保健課  Tel 474-1111　志布志支所福祉課   Tel 472-1111　松山支所福祉課  Tel 487-2111

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に

　
　
　
　
　

つ
い
て
③（
栄
養
編
）

（
図
１
）
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
抑
え
る
コ
ツ

・
素
材
を
選
ぶ
（
40
～
50
㌫
減
）　

■
肉
の
部
位
な
ど
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
少
な

　

い
も
の
を

・
肉
の
脂
肪
を
取
り
除
く
（
50
～
60
㌫
減
）

・
調
理
法
を
か
え
る
（
40
㌫
前
後
減
）

■
焼
く
→よ

り

蒸
す
→よ
り

ゆ
で
る
→よ
り

網
焼
き

・
油
の
吸
収
率
を
抑
え
る

　
　
　
　
　
　
　
（
炒
め
る
・
焼
く
場
合
）

■
素
材
は
大
き
め
に
切
る
。衣
は
少
な
め
に
。

■
素
材
の
水
分
を
ふ
き
取
る
。
油
は
少
な

　

め
に
。

・
調
理
器
具
を
選
ぶ

■
フ
ッ
素
樹
脂
加
工
や
鉄
製
の
使
い
込
ん

　

だ
フ
ラ
イ
パ
ン
を
使
用
す
る
。

 早足歩き35分
普通歩き60分

ラジオ体操25分ジョギング12分

階段昇降27分 水泳12分 なわとび15分

・運動による消費エネルギー

・食事による摂取エネルギー

ごはん
63 グラム

バナナ
１本

ビール
350 ㍉㍑

清涼飲料水
200 ㍉㍑

大福
2/3 個

キャラメル
5粒

ピーナッツ
17 粒

ショートケーキ
1/5 個

食生活の改善でメトボリックシンドロームの予防・解消を！

演奏する田淵さん　そのレパートリーは 500 曲を超えるといいます

2007.2 ■市報しぶし　14

Vol5. 田淵司さん

 



17　市報しぶし■ 2007.2 2007.2 ■市報しぶし　16

朝のボランティア活動

学校緑化活動朝の読書活動

親子のふれあい給食

校内持久走大会 運動会での棒踊り 地域の方と門松づくり（写真：蓬原小学校の Beautiful な外観と子ども達）

文
部
科
学
省
の
「
キ
ャ
リ
ア

教
育
推
進
校
」
の
指
定
を
受

け
て
５
日
間
の
職
場
体
験
学

習
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

県
民
週
間
中
に
、
田
之
浦
・
森

山
両
長
寿
会
の
方
々
を
お
招

き
し
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、「
そ
ば
」
の
種
ま

き
や
脱
穀
を
保
護
者
・
生
徒
・

学
校
が
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
み
ま
し
た
。

本
校
伝
統
の
、
入
学
式
に
お

け
る
本
校
教
育
活
動
の
紹
介

を
英
語
ス
ピ
ー
チ
で
行
っ
て

い
る
場
面
で
す
。

生
徒
た
ち
の
登
下
校
時
の
安

全
を
確
保
す
る
た
め
に
、「
子

ど
も
の
安
全
を
守
る
地
域
会

議
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

本
校
で
は
文
化
祭
に
保
護
者

の
方
も
出
演
し
ま
す
。
今
年

は
和
楽
器
の
演
奏
に
挑
戦
。

お
見
事
で
し
た
。

特 色 あ る 教 育 活 動

地 域 と 連 携 し た 教 育 活 動

保 護 者 と 連 携 し た 教 育 活 動

　蓬原校区は、有明地区の中心に位置し、西部には蓬原台地が広がり、米・茶・イチゴなどを中心にした農
業が盛んな地域です。また、東部の菱田川流域では、きれいな水を利用して養鰻業が盛んに行われています。
　蓬原小学校は、創立１３４年の輝かしい歴史と伝統があり、それらに支えられて故郷（ふるさと）ととも
に歩んできた地域に根ざした学校です。その学舎には、今日もかしこく・やさしく・たくましい子どもたち
の元気な声が響いています。

　蓬原校区は、有明地区の中心に位置し、西部には蓬原台地が広がり、米・茶・イチゴなどを中心にした農
業が盛んな地域です。また、東部の菱田川流域では、きれいな水を利用して養鰻業が盛んに行われています。
　蓬原小学校は、創立１３４年の輝かしい歴史と伝統があり、それらに支えられて故郷（ふるさと）ととも
に歩んできた地域に根ざした学校です。その学舎には、今日もかしこく・やさしく・たくましい子ども達の
元気な声が響いています。

（写真：青空の下で元気いっぱいの田之浦中学校の皆さん）

知育

食育 体育

徳育
パソコンを活用した授業

■昭和 22 年　第 2 中学校として開校
■　　 24 年　田之浦中学校と改称
■　　 25 年　旧校舎落成
■平成 12・13 年　男子バレー部九州大会出場
■　　 13 年　「総合的な学習の時間」研究公開

■　　 15 年　県へき地小規模校「優秀校」受賞
■　　 16 年　水泳部九州大会出場
■　　 17 年　県Ｐ委嘱公開
■　　 18 年　志布志市立田之浦中学校に

■昭和 22年　第 2中学校として開校
■　　 24 年　田之浦中学校と改称
■　　 25 年　旧校舎落成
■平成 12・13 年　男子バレー部九州大会出場
■　　 13 年　「総合的な学習の時間」研究公開

■平成 15 年　県へき地小規模校「優秀校」受賞
■　　 16 年　水泳部九州大会出場
■　　 17 年　県Ｐ委嘱公開
■　　 18 年　志布志市立田之浦中学校に

校訓：＜かしこく＞＜やさしく＞＜たくましく＞
■校　長　   向 原一貴
■児童数　　　  85 人
■学級数　　　　6 学級
■Ｐ戸数　　　  62 戸

蓬原小学校校訓：＜かしこく＞＜やさしく＞＜たくましく＞
■校　長　   向 原一貴
■児童数　　　  85 人
■学級数　　　　6 学級
■Ｐ戸数　　　  62 戸

蓬原小学校

「みんなが主人公 田之浦中」

校訓：自主・創造・責任
■校　長　  橋 野 博 文
■生徒数　　　  31 人
■学級数　　　　3 学級
■Ｐ戸数　　　  29 戸

田之浦中学校校訓：自主・創造・責任
■校　長　  橋野博文
■生徒数　　　  31 人
■学級数　　　　3 学級
■Ｐ戸数　　　  29 戸

田之浦中学校
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楽
し
か
っ
た
山
形
研
修

　

12
月
22
日
、
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
っ

て
、
準
備
は
バ
ッ
チ
リ
で
す
。
い
つ
も

の
旅
行
と
違
っ
て
、
リ
ュ
ッ
ク
の
中
に

は
分
厚
い
手
袋
、
ニ
ッ
ト
帽
子
、
暖
か

い
コ
ー
ト
な
ど
が
入
っ
て
い
ま
す
。
雪

国
は
初
め
て
な
の
で
、
こ
の
日
の
た
め

に
そ
ろ
え
ま
し
た
、出
発
式
の
と
き
は
、

心
配
そ
う
な
母
達
と
ち
が
っ
て
僕
た
ち

は
ウ
キ
ウ
キ
し
て
い
ま
し
た
。
迎
え
の

バ
ス
に
乗
っ
て
酒
田
市
内
を
見
学
し
ま

し
た
。
雪
が
積
も
っ
て
い
る
と
思
っ
て

い
た
の
に
、
時
期
が
早
い
と
い
う
こ
と

で
積
も
っ
て
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
、
空
気
が
冷
た
く
て
、
さ
す
が
東

北
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

　

悠
人
君
の
家
は
広
く
て
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
お
父
さ

ん
と
悠
人
君
の
４
人
家
族
で
し
た
。
み

ん
な
優
し
い
顔
で
出
迎
え
て
く
れ
た
の

で
安
心
し
ま
し
た
。
鹿
児
島
と
山
形

の
こ
と
を
交
互
に
話
し
ま
し
た
。
お
じ

い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
山
形

弁
で
話
す
の
で
、
意
味
が
わ
か
ら
な
く

な
っ
た
り
し
ま
す
。
そ
ん
な
時
は
、
悠

人
君
や
お
父
さ
ん
が
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。
次
の
日
は
、
い
よ
い
よ
ス
キ
ー
を

す
る
日
で
す
。
一
番
分
厚
い
ズ
ボ
ン
を

は
い
た
の
に
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
「
そ

れ
じ
ゃ
寒
い
わ
ー
」
と
い
わ
れ
、
ズ
ボ

ン
を
２
枚
は
き
ま
し
た
。
ス
キ
ー
を
全

く
知
ら
な
い
僕
に
悠
人
君
の
お
父
さ
ん

は
優
し
く
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

午
後
に
は
も
う
ス
イ
ス
イ
す
べ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
リ
フ
ト
に
乗
る
の

も
初
め
て
だ
っ
た
の
で
、
あ
ま
り
の

高
さ
に
驚
い
た
り
、
乗
る
タ
イ
ミ
ン

グ
、
降
り
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
わ
か
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
最
後
に
は
、
中
級
コ
ー

ス
も
ら
く
ら
く
す
べ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
山
形
研
修
は
一
生
忘
れ
な

い
と
思
い
ま
す
。
全
く
知
ら
な
い
僕
を

受
け
入
れ
て
く
れ
た
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先

の
家
族
に
あ
り
が
と
う
。
別
々
の
学
校

だ
っ
た
け
ど
、
仲
良
く
な
っ
た
仲
間
に

あ
り
が
と
う
。
山
形
に
行
か
せ
て
く
れ

た
父
、
母
に
あ
り
が
と
う
。
こ
れ
か
ら

は
、自
分
の
地
域
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、

日
本
中
の
様
々
な
地
域
の
こ
と
に
も
興

味
を
持
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

山
形
研
修
に
行
っ
て

　

私
は
、
12
月
22
日
か
ら
26
日
ま
で
志

布
志
市
の
代
表
と
し
て
山
形
の
研
修
に

行
き
ま
し
た
。

　

で
も
外
に
出
て
み
る
と
雪
は
降
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
バ
ス
に
乗
っ
て
松

山
町
を
見
渡
す
と
、
道
路
の
周
り
に
鉄

板
み
た
い
な
も
の
が
ズ
ラ
ー
ッ
と
立
っ

て
い
て
、
少
し
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

５
か
月
ぶ
り
に
会
っ
た
あ
や
え
ち
ゃ
ん

と
、
あ
や
え
ち
ゃ
ん
の
お
母
さ
ん
に

会
っ
て
、少
し
恥
ず
か
し
か
っ
た
で
す
。

あ
や
え
ち
ゃ
ん
の
家
族
は
７
人
で
「
さ

す
が
山
形
だ
」
と
思
い
ま
し
た
。
あ
や

え
ち
ゃ
ん
の
妹
の
か
な
え
ち
ゃ
ん
と
さ

な
え
ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
遊
ん
だ

り
、
ご
飯
を
食
べ
た
り
し
ま
し
た
。

　

今
日
は
ス
キ
ー
体
験
で
、
ス
キ
ー
場

に
つ
く
と
雪
山
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
、
雪

が
い
っ
ぱ
い
ふ
っ
て
い
ま
し
た
。
私
達

は
、
す
ぐ
に
ス
キ
ー
靴
を
は
き
雪
合
戦

を
し
ま
し
た
。
ス
キ
ー
を
す
る
前
に
練

習
し
た
「
ハ
の
字
」
が
ぜ
ん
ぜ
ん
で

き
な
い
ま
ま
ス
キ
ー
を
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
リ
フ
ト
は
２
人
で
１
つ

で
、
私
は
あ
や
え
ち
ゃ
ん
の
お
父
さ
ん

と
い
っ
し
ょ
に
乗
り
ま
し
た
。
初
め
て

だ
っ
た
の
で
少
し
怖
か
っ
た
で
す
。
ど

ん
ど
ん
上
が
っ
て
行
き
、
上
が
っ
て
い

く
に
つ
れ
て
と
て
も
怖
く
な
っ
て
い
き

ま
し
た
。
す
べ
る
の
が
難
し
く
、
何
十

回
と
転
ん
で
、
何
回
も
助
け
て
も
ら
い

ま
し
た
。
で
も
ち
ょ
っ
と
ず
つ
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
２
回
目
は
下
ま
で
な
ん

と
30
分
で
降
り
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
の
日
は
フ
リ
ー
デ
イ
で
、
ス
ケ
ー

ト
に
行
き
ま
し
た
。
そ
こ
は
、
な
ん

と
荒
川
静
香
選
手
が
来
た
ス
ケ
ー
ト
場

だ
っ
た
の
で
少
し
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。
ス
ケ
ー
ト
も
初
め
て
だ
っ
た
け
れ

ど
と
て
も
滑
り
や
す
く
、
手
す
り
を
持

ち
な
が
ら
練
習
す
る
と
、
だ
ん
だ
ん
滑

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
次
の
お
別

れ
の
日
、
な
ん
と
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ

ン
ト
が
枕
元
に
置
い
て
あ
っ
て
、
中
に

服
が
入
っ
て
い
て
、
と
て
も
嬉
し
か
っ

た
で
す
。
山
形
を
あ
と
に
し
、
東
京
に

行
き
、
東
京
タ
ワ
ー
と
お
台
場
、
国
会

議
事
堂
に
行
き
ま
し
た
。
と
て
も
楽
し

く
、
有
意
義
な
研
修
で
し
た
。

山
形
に
行
っ
て

　

私
は
、
こ
の
山
形
研
修
に
出
発
す
る

前
日
ま
で
、
胸
の
ド
キ
ド
キ
が
お
さ
ま

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
夏
に
来
て
く
れ
た

友
達
と
ま
た
会
え
る
し
、
そ
の
友
達
の

家
族
の
方
々
に
も
会
え
る
と
い
う
二
つ

の
喜
び
が
あ
り
ま
し
た
。

　

山
形
名
物
の
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
や
さ
く

ら
ん
ぼ
の
味
の
お
菓
子
、
ま
た
丸
こ
ん

に
ゃ
く
や
麩
、
り
ん
ご
等
が
庄
内
空
港

の
お
土
産
売
り
場
に
は
た
く
さ
ん
並
ん

で
い
ま
し
た
。
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
、
酒

田
市
へ
向
か
う
途
中
に
は
あ
ち
ら
こ
ち

ら
に
田
ん
ぼ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
初
に
訪
れ
た
作
家
の
阿
部
記
念
館

で
は
、
神
棚
や
い
ろ
り
が
あ
る
等
、
当

時
の
生
活
の
様
子
が
わ
か
る
よ
う
に

な
っ
て
い
て
、
阿
部
次
郎
さ
ん
の
見
た

風
景
が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
な
作
品
に
ふ

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

松
山
城
の
大
手
門
で
は
、
種
子
島
か
ら

伝
わ
っ
た
鉄
砲
を
自
分
の
手
で
持
っ
て

み
た
り
、
大
き
な
し
ゃ
ち
ほ
こ
を
目
の

前
で
じ
っ
く
り
見
た
り
、
と
て
も
貴
重

な
体
験
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
生
ま
れ

て
初
め
て
見
た
最
上
川
の
キ
ラ
キ
ラ
と

光
に
あ
た
っ
て
流
れ
る
様
子
は
ま
る
で

オ
レ
ン
ジ
色
の
世
界
の
よ
う
で
感
動
し

ま
し
た
。
私
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
た
の

は
三
世
代
同
居
で
８
人
家
族
の
櫻
田
家

で
し
た
。
山
形
で
は
、
三
世
代
で
暮
ら

す
の
は
特
に
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
そ

う
で
す
。

　

み
ん
な
が
と
て
も
優
し
く
接
し
て
く

れ
た
の
で
、
毎
日
が
と
て
も
楽
し
く
暮

ら
せ
ま
し
た
。
フ
リ
ー
デ
イ
で
は
、
朝

４
時
か
ら
３
時
間
も
か
け
て
「
ジ
ャ
ン

グ
ル
ジ
ャ
ン
グ
ル
」
と
い
う
ス
キ
ー
場

へ
連
れ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ス
キ
ー
を
始
め
ま
し
た
が
、
最
初
の
内

は
な
か
な
か
滑
れ
ず
に
、
何
度
も
転
ん

で
は
立
ち
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
つ
い
に
転
ば
ず
に
上
手
に
す

べ
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
気
が
つ
く
と
８
時
間
が
経
っ
て
い

ま
し
た
。
私
の
胸
は
、
達
成
感
で
い
っ

ぱ
い
で
し
た
。

　

そ
し
て
最
後
の
日
、
櫻
田
家
の
み
ん

な
と
の
お
別
れ
は
と
て
も
さ
み
し
か
っ

た
で
す
。
３
泊
４
日
が
あ
っ
と
い
う
間

の
よ
う
に
思
え
る
ほ
ど
充
実
し
た
研
修

で
し
た
。

　

特
に
初
め
て
の
ス
キ
ー
で
、
転
ん
で

も
立
ち
上
が
っ
て
一
生
懸
命
頑
張
り
、

出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
経
験
か

ら
、
あ
き
ら
め
な
け
れ
ば
き
っ
と
ど
ん

な
こ
と
で
も
乗
り
越
え
、
い
つ
か
は
出

来
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。
春
に
は
、
中
学
校
で
の
新
し

い
ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま
す
。
今
回
の
経

験
を
活
か
し
、
中
学
校
生
活
、
ま
た
部

活
動
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

や
さ
し
い
家
族
と
出
会
え
て

　

対
面
式
の
後
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
お
父
さ
ん
か
ら
「
よ
ろ
し
く
！
！
」

と
声
を
か
け
て
も
ら
い
、
緊
張
し
て
い

た
僕
は
、
ホ
ッ
と
安
心
し
ま
し
た
。

　

お
い
し
い
食
事
や
温
か
い
会
話
で
も

て
な
し
て
い
た
だ
き
「
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
仲
良
く
な
れ
る
か
な
」
と
い
う

心
配
が
消
え
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
夏
に
は
、
僕

の
家
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
た
廣
伸
君

と
す
ぐ
に
打
ち
解
け
る
こ
と
が
で
き
、

ゲ
ー
ム
を
し
た
り
温
泉
に
入
っ
た
り
し

て
、
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
こ
と
を
忘
れ

る
ぐ
ら
い
で
し
た
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に

も
い
ろ
い
ろ
と
話
し
か
け
て
も
ら
い
ま

し
た
。
方
言
は
あ
っ
た
け
ど
、
僕
に
合

わ
せ
て
く
れ
て
す
ご
く
話
し
や
す
か
っ

た
で
す
。

　

一
番
楽
し
み
に
し
て
い
た
ス
キ
ー

は
、
想
像
以
上
に
楽
し
か
っ
た
で
す
。

ス
キ
ー
板
を
は
め
て
歩
く
こ
と
か
ら
始

め
て
、
転
び
方
の
練
習
の
後
、
滑
り
に

挑
戦
し
ま
し
た
。
お
父
さ
ん
が
と
て

も
分
か
り
や
す
く
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。
す
ぐ
に
コ
ツ
を
つ
か
め
て
滑
れ
る

よ
う
に
な
る
と
、
ど
ん
ど
ん
お
も
し
ろ

く
な
っ
て
き
て
、
何
度
も
リ
フ
ト
に

乗
っ
て
一
日
中
滑
り
ま
し
た
。
雪
の
上

を
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
て
滑
っ
て
降
り
る

ス
キ
ー
は
す
ご
く
楽
し
い
で
し
た
。
飛

行
機
か
ら
は
山
に
白
い
雪
が
あ
る
の
が

見
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
町
に
着
く
と

雪
は
な
く
、
１
時
間
ほ
ど
行
っ
た
と
こ

ろ
の
ス
キ
ー
場
に
あ
り
ま
し
た
。「
今

年
は
雪
が
少
な
い
な
」
と
お
父
さ
ん
が

言
っ
て
い
ま
し
た
。「
地
球
温
暖
化
」

を
学
校
で
習
い
ま
し
た
。
あ
ま
り
良
く

わ
か
ら
な
い
の
で
こ
れ
か
ら
も
っ
と
調

べ
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
東
京
研
修
で

は
、
国
会
議
事
堂
の
見
学
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
衆
議
院
議
場
は
と
て

も
広
く
、
こ
こ
で
法
律
を
作
る
の
だ
と

説
明
さ
れ
ま
し
た
。
今
、
社
会
の
時
間

で
国
会
の
こ
と
を
勉
強
し
て
い
る
の
で

良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
研
修

で
い
ろ
い
ろ
な
体
験
が
で
き
た
り
、
楽

し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
方
が
温
か
く
接
し

て
く
れ
た
り
、
引
率
の
先
生
方
が
優
し

く
教
え
て
く
れ
た
か
ら
だ
と
感
謝
し
て

い
ま
す
。
こ
の
研
修
で
意
思
表
示
を

し
っ
か
り
と
し
て
、
何
に
で
も
積
極
的

に
行
動
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
学
び
ま

し
た
。
こ
の
経
験
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

学
校
生
活
に
役
立
て
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

山
形
に
行
っ
て

　

12
月
22
日
、
私
達
は
山
形
研
修
に
出

発
し
ま
し
た
。
光
介
君
の
家
族
や
、
他

の
人
と
仲
良
く
な
れ
る
か
と
か
、
楽
し

い
思
い
出
に
な
る
か
と
い
う
不
安
が

あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
山
形
に
行
っ
て

み
る
と
み
ん
な
優
し
く
て
、
い
ろ
い
ろ

と
話
か
け
て
く
れ
て
た
の
し
か
っ
た
で

す
。
一
日
目
は
、
松
山
の
歴
史
を
教
え

て
も
ら
い
ま
し
た
。私
達
の
松
山
で
は
、

武
者
行
列
が
あ
っ
て
、
よ
ろ
い
を
着
た

事
が
あ
っ
た
け
ど
、
本
物
を
見
て
す
ご

く
重
そ
う
だ
と
思
い
ま
し
た
。
歓
迎
式

が
終
わ
っ
て
光
介
君
の
家
に
行
く
と
、

光
介
君
の
妹
の
な
つ
は
ち
ゃ
ん
が
迎
え

て
く
れ
ま
し
た
。
ま
ず
、
部
屋
に
入
っ

て
驚
い
た
の
は
神
棚
が
あ
っ
た
こ
と

で
す
。
二
日
目
は
、
ス
キ
ー
を
し
ま
し

た
。
松
山
の
ス
キ
ー
場
に
は
雪
が
降
っ

て
い
な
か
っ
た
け
れ
ど
，
湯
殿
山
ス

キ
ー
場
は
、
雪
が
た
く
さ
ん
積
も
っ
て

い
て
驚
き
ま
し
た
。
午
前
中
は
ス
キ
ー

の
練
習
を
し
ま
し
た
。
転
び
方
か
ら
の

練
習
で
す
。
ス
キ
ー
を
す
る
の
に
た
く

さ
ん
の
練
習
が
あ
る
の
だ
な
あ
と
思
い

ま
し
た
。
昼
か
ら
は
、
リ
フ
ト
で
昇
っ

て
滑
り
ま
し
た
。
一
回
目
は
30
分
く
ら

い
で
滑
れ
た
の
で
良
か
っ
た
で
す
。「
上

手
い
ね
。」
と
ほ
め
て
も
ら
え
て
嬉
し

か
っ
た
で
す
。
三
日
目
は
、
フ
リ
ー
デ

イ
で
し
た
。
光
介
君
の
お
父
さ
ん
、
お

母
さ
ん
に
ス
ワ
ン
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
に

連
れ
て
行
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
な
つ

は
ち
ゃ
ん
は
、
ス
ケ
ー
ト
を
す
る
の
は

初
め
て
と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ど
ん

ど
ん
滑
っ
て
い
た
の
で
す
ご
い
な
あ
と

思
い
ま
し
た
。
山
形
に
行
っ
て
、
た
く

さ
ん
の
友
達
が
で
き
、
鹿
児
島
で
は
で

き
な
い
体
験
を
た
く
さ
ん
で
き
て
、
と

て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
機
会

が
あ
れ
ば
山
形
県
に
行
き
た
い
で
す
。

山
形
研
修
を
終
え
て

　

私
は
、
こ
の
青
少
年
研
修
に
自
分
か

ら
進
ん
で
応
募
し
ま
し
た
。
山
形
県
で

の
雪
国
体
験
、
ス
キ
ー
体
験
が
し
た

か
っ
た
か
ら
で
す
。
夏
休
み
に
は
、
山

形
県
か
ら
友
達
が
わ
た
し
の
家
に
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
し
ま
し
た
。
初
め
て
そ
の

子
と
空
港
で
あ
っ
た
時
は
、「
こ
の
子

が
来
る
ん
だ
。
早
く
友
達
に
な
り
た
い

な
。」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

私
が
思
っ
て
い
た
と
お
り
、
そ
の
子

と
は
す
ぐ
に
仲
良
く
な
れ
て
、
不
安

だ
っ
た
気
持
ち
が
少
し
ず
つ
消
え
て
い

き
ま
し
た
。
高
千
穂
牧
場
に
着
い
た
と

き
、
み
ん
な
で
牛
や
馬
な
ど
を
見
て
楽

し
み
ま
し
た
。
フ
リ
ー
デ
イ
の
日
は
、

都
井
岬
、
鵜
戸
神
宮
に
行
き
ま
し
た
。

都
井
岬
で
は
、
と
て
も
き
れ
い
な
海
を

見
ま
し
た
。
鵜
戸
神
宮
に
向
か
う
道
で

猿
が
い
た
り
、
馬
が
い
た
り
、
鹿
児
島

に
住
ん
で
る
私
で
も
ビ
ッ
ク
リ
し
た
の

で
、
山
形
か
ら
来
た
万
耶
ち
ゃ
ん
は

も
っ
と
ビ
ッ
ク
リ
し
て
い
ま
し
た
。
家

で
は
山
形
の
こ
と
を
た
く
さ
ん
教
え
て

南国鹿児島を訪れた山形の子ども達と

南国の志布志市では体験できない貴重な体験をしました

教育委員会情報ネット

南
国
し
ぶ
し
か
ら
北
国
へ

12
月
22
日
か
ら
26
日
ま
で
の
５
日
間
、
市
内
小
中
学
生
８
人
が
、
山
形
県
酒
田
市
で
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
し
な
が
ら
北
国
の
生
活
に
つ
い
て
研
修
し
ま
し
た
。
そ
の
研
修
記
を
紹
介
し
ま
す
。

志布志小学校 5年

坪山　佑哉

志布志小学校 5年
倉見谷　みずき

尾野見小学校 6年

福別府　菜美

泰野小学校 6 年
　宮田　将吾

泰野小学校６年

上原　純奈

志布志小学校 6年

若松　汐里
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も
ら
い
ま
し
た
。
聞
い
た
こ
と
の
な
い

方
言
ば
か
り
で
、
さ
っ
ぱ
り
分
か
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
鹿
児
島
の

方
言
も
た
く
さ
ん
教
え
て
あ
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
良
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
で
も
、
友
達
に
な
れ
た
し
、「
こ

れ
か
ら
！
」
と
い
う
時
に
は
も
う
帰
る

日
で
し
た
。
３
泊
４
日
と
は
思
え
な
い

程
、
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
お
別
れ
は
と
て
も
悲
し

か
っ
た
け
ど
、
ま
た
12
月
に
会
え
る
の

が
何
よ
り
の
楽
し
み
で
し
た
。
12
月
ま

で
長
い
な
あ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

あ
っ
と
い
う
間
に
12
月
22
日
が
来
て
、

い
よ
い
よ
会
え
る
ん
だ
な
あ
と
い
う
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　

私
は
、
山
形
に
は
最
上
川
が
あ
る
の

で
、ぜ
ひ
見
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

山
形
県
酒
田
市
に
着
い
て
、
山
形
の
団

員
の
方
達
と
久
し
ぶ
り
に
会
い
ま
し

た
。
久
し
ぶ
り
だ
っ
た
の
で
、
早
く
遊

ん
だ
り
お
し
ゃ
べ
り
し
た
い
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
自
己
紹
介
な
ど
し

た
後
、
お
世
話
に
な
る
菅
原
万
耶
ち
ゃ

ん
の
家
に
行
き
ま
し
た
。
家
族
の
皆
さ

ん
、
優
し
か
っ
た
で
す
。
夜
は
と
に
か

く
寒
か
っ
た
で
す
。

　

次
の
日
は
、
私
が
一
番
楽
し
み
に
し

て
い
た
ス
キ
ー
の
日
で
し
た
。
は
じ
め

は
や
っ
た
こ
と
の
な
い
ス
キ
ー
だ
っ
た

の
で
、
で
き
る
か
心
配
で
し
た
が
、
山

形
の
子
達
に
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、

少
し
ず
つ
滑
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
楽
し
く
て
、
三
回
も
滑
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
次
の
日
の
フ
リ
ー
デ
イ
で

は
、
い
ろ
い
ろ
な
所
に
連
れ
て
行
っ
て

も
ら
い
ま
し
た
。車
に
乗
っ
て
い
る
間
、

最
上
川
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ビ
ッ
ク
リ
し
た
の
は
、
田
ん
ぼ
に
ア
イ

ガ
モ
が
た
く
さ
ん
い
た
こ
と
で
す
。
鹿

児
島
で
は
見
ら
れ
な
い
ア
イ
ガ
モ
が
、

山
形
で
見
る
こ
と
が
で
き
本
当
に
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

と
う
と
う
お
別
れ
の
日
が
来
ま
し

た
。
別
れ
る
時
、
最
後
ま
で
手
を
振
っ

て
い
ま
し
た
。
私
は
、
こ
の
青
少
年
研

修
を
終
え
、
鹿
児
島
と
山
形
の
文
化
の

ち
が
い
、
鹿
児
島
で
は
で
き
な
い
体
験

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
私
は
、
今
年
中
学
生
に

な
り
ま
す
。
残
り
の
小
学
校
生
活
と
、

中
学
生
に
な
っ
て
か
ら
、
こ
の
研
修
で

学
ん
だ
こ
と
を
活
か
せ
た
ら
い
い
と
思

い
ま
し
た
。
最
後
に
、
山
形
の
だ
だ

ち
ゃ
、
が
が
ち
ゃ
、
あ
ん
ち
ゃ
、
じ
ん

じ
、
ば
ん
ば
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

山
形
研
修
に
つ
い
て

　

僕
は
、
夏
の
受
入
の
と
き
、
入
院
し

た
友
達
が
受
け
入
れ
る
は
ず
だ
っ
た
人

も
受
け
入
れ
ま
し
た
。
人
数
が
多
く
て

楽
し
か
っ
た
で
す
。
僕
は
、
入
市
式
で

ス
ピ
ー
チ
を
し
ま
し
た
。
緊
張
し
た

け
ど
し
っ
か
り
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
入
れ
最
後
の
日
に
、

入
院
し
た
友
達
と
も
食
事
を
し
ま
し

た
。
山
形
研
修
に
は
、
羽
田
空
港
で
乗

り
換
え
て
、
庄
内
空
港
に
行
っ
て
市
内

め
ぐ
り
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
相
馬
君
た
ち
に
会
っ
て
家

へ
向
か
い
ま
し
た
。
次
の
日
、
ス
キ
ー

体
験
に
行
き
ま
し
た
。
最
初
に
基
本
を

教
え
て
も
ら
い
、
そ
の
後
リ
フ
ト
に

乗
っ
て
す
べ
り
ま
し
た
。
僕
は
、
み
ん

な
と
一
周
遅
れ
だ
っ
た
け
ど
、
一
生
懸

命
や
り
ま
し
た
。
次
の
日
も
ス
キ
ー
を

し
て
、
と
て
も
上
達
し
た
の
で
中
級
で

も
一
回
も
こ
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
東
京
で

は
、
国
会
議
事
堂
へ
行
き
ま
し
た
。
と

て
も
広
く
て
び
っ
く
り
し
た
し
、
会
議

場
も
た
く
さ
ん
の
人
が
入
る
の
に
お
ど

ろ
き
ま
し
た
。
東
京
か
ら
鹿
児
島
へ
の

飛
行
機
の
中
で
は
、
疲
れ
て
ぐ
っ
す
り

寝
て
し
ま
い
ま
し
た
。
と
て
も
い
い
経

験
で
し
た
。

山
形
研
修
に
つ
い
て

　

12
月
22
日
の
朝
、
山
形
に
行
け
る
と

い
う
思
い
で
心
が
浮
い
て
い
ま
し
た
。

バ
ス
に
乗
っ
て
、
１
時
間
半
が
過
ぎ
、

鹿
児
島
空
港
に
着
き
ま
し
た
。「
よ
し
、

初
め
て
の
飛
行
機
、
ど
ん
な
も
ん
だ
ろ

う
。
早
く
乗
り
た
い
な
あ
」
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
宙
に
浮
い
た
と
き
、
窓
の

外
を
見
た
ら
雪
の
よ
う
な
綿
の
よ
う
な

雲
の
海
で
し
た
。

　

羽
田
空
港
の
大
き
さ
に
も
驚
き
ま
し

た
が
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
バ
ス
で
行
く
の

に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
庄
内
空
港
に

着
い
た
と
き
、
雪
の
世
界
に
つ
い
た
・・

と
思
っ
て
い
た
ら
、
鹿
児
島
と
変
わ
ら

ず
、
雪
は
少
し
も
降
っ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
と
て
も
が
っ
か
り
し
た
け
ど
、

周
り
の
風
景
が
ぜ
ん
ぜ
ん
違
い
ま
し

た
。
入
市
式
の
後
、
各
家
庭
に
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
伊
藤

家
か
ら
、
有
美
子
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん

が
迎
え
に
来
て
い
て
、
久
し
ぶ
り
の
再

会
で
し
た
。次
の
日
、湯
殿
山
に
ス
キ
ー

を
し
に
行
き
ま
し
た
。
午
前
中
は
、
滑

り
方
の
基
本
を
練
習
し
、
午
後
に
初
級

コ
ー
ス
を
す
べ
り
ま
し
た
。
最
初
は
、

と
て
も
で
き
そ
う
に
な
い
滑
り
だ
っ
た

の
に
、
２
、３
回
滑
る
う
ち
に
と
て
も

上
達
し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
疲
れ
て
、

す
ぐ
に
寝
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

次
の
日
は
、
フ
リ
ー
デ
イ
で
し
た
。

ス
キ
ー
に
行
き
た
か
っ
た
の
で
、
ま
た

湯
殿
山
に
行
き
、
初
級
コ
ー
ス
で
は
な

く
、
中
級
コ
ー
ス
を
滑
り
ま
し
た
。
急

で
も
な
く
、
な
だ
ら
か
で
も
な
く
中
途

半
端
な
坂
で
し
た
が
、
滑
っ
て
い
て
も

「
あ
あ
、ど
う
し
よ
う
。
止
ま
ら
な
い
。」

と
、
雪
の
中
に
つ
っ
こ
ん
で
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
何
回
も
滑
り
ま
し

た
。
一
晩
が
あ
け
、
山
形
の
人
達
と
お

別
れ
に
な
り
ま
し
た
。　

ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
の
人
達
に
は
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。飛
行
機
に
乗
っ
て
東
京
へ
行
き
、

初
め
て
の
東
京
に
驚
き
ま
し
た
。
な
ん

で
こ
ん
な
に
空
気
が
汚
い
の
か
と
思
い

ま
し
た
。

　

国
会
議
事
堂
を
見
て
、
東
京
タ
ワ
ー

に
行
っ
て
、
何
が
な
ん
だ
か
分
か
ら
な

い
ま
ま
ホ
テ
ル
に
行
き
ま
し
た
。
こ
の

山
形
で
３
泊
、
東
京
で
１
泊
。
と
て
も

長
い
よ
う
で
、
短
い
時
間
で
し
た
。
ま

た
自
分
で
お
金
を
貯
め
て
行
き
た
い
で

す
。

～友の唄が聴こえる～
南　こうせつコンサート

２００７．２．１８（日）
志布志市文化会館　チケット好評発売中 !
開場 17:30　開演 18:00
全席指定　Ｓ席 5,000 円（税込）
　　　　　Ａ席 4,500 円（税込）
■前売券　市文化会館で好評発売中！
■問い合わせ先　市文化会館（℡ 472-3050）

『佐賀のがばいばあちゃん』
島田洋七氏
　　　　「おばあちゃんと今の俺」
■日時　平成 19 年 2 月 22 日（木）　
　　　　開場　18:30 ～　　開演　19:00 ～
■場所　志布志市文化会館　■前売券　500 円（自由席）
■問い合わせ先　志布志市文化会館　℡ 472-3050
※前売券好評発売中！（市文化会館・やっちくふれあいセ
ンター・農業歴史資料館・島津・くにみ書店・三昧堂・アピア）

　今回は食から少し離れて、子どもたちの生活面について
目を向けて、食との関連性を考察してみました。
　下左のアンケート結果からもわかるとおり、子どもたち
は、地域や自然の中で遊んだりする機会が減り、もっぱら
室内で遊ぶケースが大部分を占めています。体を動かさな
ければ、体は栄養を欲しがりません。また、摂取した栄養
は、消費されず肥満や成人病の原因にもなりえます。
　また、下のアンケート結果からは、家庭で手伝いをしな
い子どもの割合が増えつつあることがわかります。手伝い
は、家族の一員であるという自覚を子どもに持たせる上で、
非常に大きな意味があります。さらに、食事の準備や後始
末の手伝いを通して、団欒の場である食事を家族みんなそ
ろってとることが、子どもの人格形成やコミュニケーショ
ンの力を育てると考えられています。このように、食だけ

でなく、生活全てを考えて、子どもたちを育てていくこと
が大切です。
　しかし、子どもたちの日常生活の様子を見ますと、昔に
くらべ、異年齢で活動したりすることが少なくなり、地域
の方との交流のない子どもたちが増えてきているようです。
　このような現状から、本市では、子どもの健全育成のた
めに、食育の確立と基本的な生活習慣の定着を目指した「お
にぎり大作戦推進プラン」と併せて、「地域が育む『しぶしっ
子』育成プラン」の推進を図っています。
　これは、家庭、学校、地域が一体となって、自然体験や
ボランティア体験など、様々な体験活動を通して、心豊か
でたくましい子どもを育てていこうというプランです。
　現在、食育を基本に、知育、徳育、体育の充実を図るた
めの地域ぐるみの活動が、市内各地で展開されています。

おにぎりおやつで元気もりもり !

志布志市の子どもたちは・・・
「食育」に関するアンケート調査（平成 18年 10 月実施、対象 : 志布志市内幼児～中 3、回収数合計 2566 人）結果より。

市内各地で鹿児島の教育的な伝統や自然、風土文化など鹿児島のよさを生かした体験活動が行われています。

子ども達に　いろいろな体験活動の機会と場を与えましょう !

21　市報しぶし■ 2007.2

教育委員会情報ネット

志布志小学校５年

有田　伊織

宇都中学校 1年

大野　優姫

■問い合わせ先　教育委員会生涯学習課　℡ 472-1111（内線 265）

子ども会などの団
体による体験活動

公民館など地域が
提供する体験活動

青少年の施設が
行う体験活動

学校が地域と連携
して行う体験活動

三世代力をあわせての地引網
を体験（下通山子ども育成会）

あおぞら農協青壮年部の協力
で行う農業体験（有明保育所）

生きる力を学んだ田舎暮らし
通学学舎（農業歴史資料館）

地域の方の指導で赤米の田植
え体験（通山小学校ミニ水田）

　こんな『しぶしっ子』が育ちます。
■郷土に誇りと愛着を持った子ども
■思いやりのある子ども
■心身を鍛えるたくましい子ども

そして
人と協調できる社会性豊かな
　　　　　　大人になります。
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ま
ち
づ
く
り
市
民
大
学
と
し
て
～
協
働

時
代
に
輝
く
創
年
と
子
ど
も
た
ち
～
を

テ
ー
マ
に
し
た
志
布
志
創
年
市
民
大
学
の

第
二
期
生
の
卒
業
式
が
１
月
16
日
、
志
布

志
市
文
化
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

六
月
に
開
校
し
た
大
学
は
、
地
域
学
、

環
境
学
、
子
育
て
支
援
等
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
一
村
一
品
運
動
の
発
祥
の
地
、
大
分
県

日
田
市
大
山
町
や
豊
後
高
田
市
の
昭
和
の

町
商
店
街
へ
の
修
学
旅
行
や
、
ま
ち
づ
く

り
の
手
法
を
学
ぶ
「
し
ぶ
し
Ｉ
Ｋ
Ｉ
Ｉ
Ｋ

Ｉ
夢
発
見
塾
」、
子
ど
も
の
視
点
で
ま
ち

の
観
光
を
発
見
す
る
「
平
成
子
ど
も
ふ
る

さ
と
検
地
」、
全
国
の
志
の
付
く
自
治
体

を
中
心
に
開
催
し
た
「
第
２
回
生
涯
学
習

ま
ち
づ
く
り
志
縁
サ
ミ
ッ
ト
」
な
ど
17
回

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
校
歌「
桜
の
木
の
下
で
」

を
バ
ッ
ク
に
走
馬
灯
の
よ
う
に
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
で
紹
介
さ
れ
、
卒
業
生
は
感
慨
深
げ

で
し
た
。

　

全
国
の
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
し
て
い
る

第
一
人
者
を
講
師
に
迎
え
て
学
び
、
原
口

泉
学
長
（
鹿
児
島
大
学
教
授
）
か
ら
一
人

ひ
と
り
、
激
励
の
言
葉
を
受
け
な
が
ら
卒

業
証
書
を
手
に
し
た
15
人
の
卒
業
生
は
、

志
布
志
市
が
提
唱
す
る
「
共
生
・
協
働
・

自
立
の
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
仕

掛
け
人
と
し
て
、
高
い
志
を
誓
い
合
っ
て

い
ま
し
た
。

　

卒
業
生
の
柿
元
ま
ゆ
み
さ
ん
は
「
最
初

は
、
遊
び
心
で
参
加
し
た
市
民
大
学
で
し

た
が
、一
流
の
講
師
の
話
を
身
近
に
聞
き
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
先
進
地
研
修
の
中
に

ま
ち
づ
く
り
の
視
点
が
大
き
く
変
わ
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
更
に
大
学
院
に
進

み
、
新
生
志
布
志
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
調

査
・
研
究
し
実
践
し
て
い
き
た
い
で
す
」

と
新
た
な
目
標
を
掲
げ
た
瞳
は
輝
い
て
い

ま
し
た
。

感
慨
深
げ
に
卒
業
証
書
を
手
に
！

　
　
　
　

創
年
市
民
大
学
第
２
期
生
15
人

卒業証書を手に第二期生 15人が巣立ちました

松山地区の成人式後の親子でのスナップ写真

成
人
式
お
め
で
と
う
二は

た

ち
十
歳
の
出た
び
だ
ち航

　

志
布
志
市
で
は
１
月
１
日
に
松
山
地

区
、
３
日
に
有
明
地
区
、
５
日
に
志
布
志

地
区
で
成
人
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
新
成
人
は
、
昭
和
61
年
４
月
２

日
か
ら
昭
和
62
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

が
対
象
で
、
市
内
で
５
２
３
人
が
大
人
の

仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

　

１
日
、
や
っ
ち
く
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
た
成
人
式
は
新
成
人
60
人
を
は

じ
め
関
係
者
が
多
数
出
席
し
、
厳
か
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
新
成
人
を
代
表
し
て
馬
場
光
子

さ
ん
が
「
ふ
る
さ
と
を
大
切
に
思
い
、
社

会
に
貢
献
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
育
て
て

く
れ
た
親
や
、地
域
社
会
に
感
謝
し
ま
す
」

と
20
歳
の
謝
辞
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

第
２
回
志
布
志
ジ
ョ
ガ
ー
駅
伝
大
会

　

１
月
21
日
、
小
雨
の
降
る
な
か
志
布

志
陸
上
競
技
場
で
ジ
ョ
ガ
ー
駅
伝
大
会

が
開
催
さ
れ
、
市
内
外
か
ら
71
チ
ー
ム
、

３
５
５
人
が
参
加
し
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

　

１
区
間
２
・
７
２
㌔
の
運
動
公
園
周
辺

周
回
コ
ー
ス
を
５
人
の
た
す
き
リ
レ
ー
で

つ
な
ぎ
、合
計
14
㌔
（
小
学
生
は
１
・
５
２

㌔
の
５
区
間
）
を
走
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
大
会
の
結
果
に
つ
い
て
は
次
の

と
お
り
で
す
。	

■
総
合
の
部

１
位　

尚
志
館
ク
ラ
ブ
Ｂ	

44
分
16
秒

２
位　
祁
答
院
ラ
ン
ナ
ー
ズ
そ
の
も
の	

46
分
31
秒

３
位　

尚
志
館
高
野
球
部
Ａ	

48
分
９
秒

■
女
子
の
部

１
位　

尚
志
館
高
校
陸
上
部
Ａ	

53
分
40
秒

２
位　

マ
ジ
カ
ル
ラ
ン
ナ
ー
ズ
Ｃ

	

１
時
間
６
分
34
秒

■
マ
ス
タ
ー
ズ
の
部

１
位　

マ
ジ
カ
ル
ラ
ン
ナ
ー
ズ
Ｄ	

52
分
６
秒

■
小
学
生
男
子
の
部
（
計
７
・
６
㌔
）

１
位　

Ｓ
Ｋ
Ｒ
Ｃ
（
Ａ
）	

26
分
49
秒

２
位　

マ
ジ
で
速
い
ぜ	

27
分
58
秒

３
位　

寿
小
Ａ	

	

28
分
36
秒

■
小
学
生
女
子
の
部
（
計
７
・
６
㌔
）

１
位　

Ｓ
Ｋ
Ｒ
Ｃ
（
Ｃ
）	

30
分
17
秒

２
位　
松
山
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
少
年	

32
分
45
秒

３
位　

松
山
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
Ｗ	

33
分
26
秒

■
中
学
生
男
子
の
部

１
位　

百
引
中
Ａ	

	

46
分
56
秒

２
位　

松
山
中
陸
上
部
男
子	

47
分
39
秒

３
位　

志
布
志
中
学
校	

51
分
38
秒

■
中
学
生
女
子
の
部

１
位　

百
引
中	

	

48
分
47
秒

２
位　

松
山
中
陸
上
部
女
子	

59
分
19
秒

３
位　

祁
答
院
ラ
ン
ナ
ー
ズ
ジ
ュ
ニ
ア

	

１
時
間
３
分
03
秒

■
申
告
タ
イ
ム
賞

１
位　

マ
ジ
カ
ル
ラ
ン
ナ
ー
ズ
Ｄ　

誤
差
１
秒

第
61
回
県
民
体
育
大
会
曽
於
大
会

　

志
布
志
市
実
行
委
員
会
設
立
総
会

　

１
月
24
日
に
、
本
年
９
月
に
開
催
さ
れ

る
第
61
回
県
民
体
育
大
会
曽
於
大
会
の
志

布
志
市
実
行
委
員
会
の
設
立
総
会
が
、
有

明
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
、
関
係
機

関
・
団
体
の
代
表
者
の
皆
様
の
出
席
の
も

と
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
経
過
報
告
の
ほ
か
、
志
布

志
市
実
行
委
員
会
会
則
・
役
員
及
び
委
員

等
に
つ
い
て
の
審
議
が
な
さ
れ
、
提
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
民
体
育
大
会
は
曽
於
地
区
を
中
心
に

開
催
さ
れ
ま
す
が
、
志
布
志
市
で
は
総
合

開
閉
会
式
の
ほ
か
10
種
目
の
競
技
が
開
催

さ
れ
る
予
定
で
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
次

号
に
て
紹
介
し
ま
す
。

　

県
体
曽
於
大
会
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
下
記
の
県
体
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

大
会
事
務
局
（
志
布
志
市
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係
内
）

　

℡
４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
６
４
）

設立総会であいさつする瀨戸口助役

小学生の部に続きスタートした一般・中学生の部

ジョガー（jogger）=「ジョギングをする人」

第
34
回
曽
於
地
区
教
育
振
興
大
会

　

１
月
20
日
、
志
布
志
市
文
化
会
館
で
、

曽
於
地
区
内
か
ら
約
８
５
０
人
が
参
加

し
、
曽
於
地
区
教
育
振
興
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
開
会
行
事
の
後
の
教
育
功
労

者
等
の
表
彰
式
で
は
、
地
区
内
６
人
、
１

団
体
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
本
市
か
ら

は
、
旧
松
山
町
教
育
長
の
金
子
末
房
氏
と

旧
志
布
志
町
教
育
長
の
一
木
弘
文
氏
、
そ

し
て
、
結
成
14
年
目
と
な
る
有
明
魁
伝
太

鼓
が
、
こ
れ
ま
で
の
教
育
行
政
や
文
化
振

興
へ
の
業
績
を
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

教
育
活
動
発
表
の
後
、
ジ
ュ
ニ
ア
有
明

魁
伝
太
鼓
の
小
学
生
４
人
、
高
校
生
４
人

に
よ
る
元
気
な
太
鼓
の
演
奏
に
参
加
者
か

ら
は
、
大
き
な
拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
昨
年
夏
の
全
国
高
校
野
球
大

会
で
ベ
ス
ト
４
に
進
ん
だ
鹿
児
島
工
業
高

校
野
球
部
監
督
の
中
迫
俊
明
氏
の
「
夢
の

舞
台　

甲
子
園
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ

れ
、
甲
子
園
大
会
出
場
ま
で
の
苦
労
や
大

会
で
の
裏
側
な
ど
、
部
員
一
人
ひ
と
り
に

ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
な
が
ら
、
と
つ
と
つ
と

話
さ
れ
る
姿
に
、
参
加
者
ら
は
目
を
潤
ま

せ
な
が
ら
聞
い
て
い
ま
し
た
。

講演を行う中迫氏
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多くの方が新成人を祝いました（志布志地区）市長から目録を手渡されました（有明地区） 抱負を述べる馬場さん

教育委員会情報ネット
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～人と人との輪を広げ　楽しく学ぶ　生涯学習～

平成 18年度志布志市

生涯学習まちづくり講演会（第 1 部）

講師　稲盛 和夫 氏　 

■ 24 日（土）　11：00 開演　入場無料
演題「人は何のために生きるのか」

・1932 年、 鹿 児 島 市 生 ま れ。 京
セラ（株）と KDDI（株）を設立。
現在、名誉会長で最高顧問。また、
全 57 か所、3,900 人余の若い経営
者が集まる経営塾「盛和塾」塾長
として経営者の育成に心血を注い
でいます。

※会場の都合により入場できない場合がありますので、
ご了承ください。

生涯学習まちづくり講演会（第２部）

講師　水谷  修 氏    

■ 24 日　 14：00 開演　入場無料
演題「夜回り先生のこころの授業～あした元気になあれ～」

・1956 年、横浜生まれ。高校教諭で
生活のほとんどを少年の非行 ･ 薬物
問題に捧げ、「夜回り」と呼ばれる深
夜パトロールを行い、若者の更生に
尽力。またメディア出演や日本各地
での講演を通して、少年非行の実態
を広く社会に訴え続けています。

※中学生以上の聴講を対象とし、中高生は保護者との
　聴講をお願いします。
※申込締切：2 月 13 日（火）必着
　往復はがきを生涯学習センターまでお送りください。
折り返し、返信はがきにて、入場整理券を発送します。
当日は、入場整理券を必ずご持参ください。全て自由
席となります。（応募者多数の場合は抽選）
■往復はがきの記載の仕方

【返信面】　左側‥‥①応募者の郵便番号・住所・氏名
　　　　　右側‥‥②氏名　③人数　④郵便番号
　　　　　　　　　⑤住所　 ⑥電話番号　⑦ FAX 番号  
 　　　　　　　   　⑧緊急連絡先（携帯電話等）

【送信面】　左側のみ‥生涯学習センターの宛先

２月 24 日（土）～ 25 日（日）志布志市文化会館
24 日（土）9:00 ～ 15:30　生涯学習推進大会
   9:30　オ ー プ ニ ン グ
   9:40　開 会 行 事
　　　  教育功労者・花いっぱいコンクールなどの表彰
10:30　おにぎりフェスタ
　　　  おにぎりコーラス・米作り体験発表など
11:00　生涯学習まちづくり講演会（第 1 部）
12:30　昼食
14:00　生涯学習まちづくり講演会（第２部）

25 日（日）9:00 ～ 17:00　グランドフィナーレ
   9:20　舞台発表（第 1 部）
10:00　開会行事・表彰
10:40　舞台発表（第 2 部）
12:00　昼食
12:50　舞台発表（第 3 部）
16:20　お楽しみ抽選会

展示発表・特設ブース等
（ロビー・集会室・ふれあい広場等で）

ふれあい体験　　　短時間での押し花作りや着付体験
　　　　　　　　　（はがき代 100 円が必要です）
おにぎりコーナー　おにぎりの試食や、おにぎりロボット
　　　　　　　　　実演など
各種バザー　　　　有用品や手作りケーキ、花苗などが格安
昼食バザー　　　　女性会のおふくろ亭が開店
作品展示　　　　　生涯学習講座の作品の数々を展示

 つけもの名人コンクール
～世界にオンリーワンのあなただけの味を～

つけもの名人募集！
■作品納入日 2 月 24 日 ( 土 )
■納品場所　生涯学習センター
■審査日時　2 月 25 日 ( 日 )11 時から 14 時
■審査方法　一般投票により決定します
■問い合わせ先   志布志市生涯学習センター  ℡ 472-3050

※講演会等に関する問い合わせは志布志市生涯学習センター（℡ 472-3050）までお願いします。

17
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■問い合わせ先　志布志市立図書館 Tel 472-3322

図 書 館

情

報

■ : 休館日
○ かみふうせん読み聞かせ会　　   14 時〜
○ 毎月第 4 土曜日読み聞かせ会　 14 時〜
■図書館まつりお知らせ　
　2 月 24 日（土）　市立図書館（本館）
　10:00 ～　ブックマーケット
　14:00 ～　読み聞かせ会毎月２３日は「子どもといっしょに読書の日」

今月の
テーマ図書　「大河ドラマ」

今月の
テーマ図書　「おとな絵本」

土

休館日カレンダー（本館）

March　３ 月
日 月 火 水 木 金 土

１ ２
４ ５ ６ ７ ８ ９ 10
11 12 13 14 15 16

February　２ 月
日 月 火 水 木 金
４ ５ ６ ７ ８ ９ 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24

○

25 26 27 28 29 30

○

○

※市立図書館の松山分館及び有明分館は、図書館システムの電算化に伴う準備のため、３月まで休館させていただきます。
　休館中は利用者の皆様にはご迷惑をかけますが、ご理解とご協力をお願いします。
　なお、休館中は本館及び志布志 ･ 香月 ･ 安楽の各分館をご利用ください。
※松山分館・有明分館に返却ポストを設置しましたのでご利用ください。

新刊案内
■「僕の歩く道」橋部　敦子著

先天的な障害で 10 歳児程度
の知能までしか発達しなかっ
た 31 歳の自閉症の青年大竹
輝明が、壁にぶつかりながら
も必死に生きる姿を描く。関
西テレビ・フジテレビ系で放
送されたドラマのシナリオを
もとにした完全ノベライズ。

■「鹿屋ファイルの秘密」デイヴェン・ナイア著
インド独立運動の志士チャ
ンドラ・ボースとともに消え
た莫大な財産。その秘密が
記された「カノヤファイル」
は、特攻隊員の婚約者だっ
た 料 亭 の 若 女 将 に 託 さ れ
た・・・。気鋭のインド人作家
が放つ、長編歴史推理小説。

○

　学校への通学につきましては、これまで指定された学校への通学が原則となっておりましたが、平成 19 年 4 月 1 日か
ら、この規制が緩和され次のような理由があればできるようになります。
理由 許可基準 許可期間

転居に関する理由

学年途中に転居したが、学年が終了するまでは元の学
校に通わせたい場合 学年終了時まで

指定学校区以外への転居が確実なため、転居先の指定
学校へ通わせたい場合 転居時まで

地理に関する理由 指定学校へは遠距離で通学が困難なため、近い学校に
通わせたい場合 卒業時まで

身体に関する理由
特殊学級に入級させることが認められながら、指定学
校に特殊学級がない場合 特殊学級をやめる時まで

健康上の問題があり、指定学校に通学することが困難な場合 保護者からの申立期間を検討して定める期間
市立小学校及び中学校以外の
学校への就学に関する理由

私立小学校及び中学校又は国公立大学附属小学校及び
中学校へ就学させたい場合 退学時又は卒業時まで

保護者の就労等による下
校後の保護に欠ける留守
家庭に関する理由

保護者の就労等の理由により下校後の保護に欠ける状
態にあり、保護者が指定学校を児童・生徒の預かり先
等の学校へ就学させたい場合

兄弟姉妹と同一の学校へ
の通学に関する理由

指定学校の変更の許可を受けた児童・生徒の兄弟姉妹
について、保護者から指定学校を当該許可の学校へ変
更するよう申立てがあった場合

申立期間

その他

住民票と実際の居住地が合わない場合 保護者からの申立期間を検討して定める期間
いじめ、不登校、登校拒否等の解消のため、他の学校
に通わせたい場合 保護者からの申立期間を検討して定める期間

部活動等学校独自の活動により、他の学校に通わせたい場合 保護者からの申立期間を検討して定める期間
その他やむを得ないと認められる事情がある場合 保護者からの申立期間を検討して定める期間

※申立ての手続きや添付書類については、志布志市教育委員会教育総務課までお問い合わせください。
　　　　　　　　　　　■問い合わせ先　志布志市教育委員会　教育総務課　℡ 472-1111（内線 233）

指定校以外の学校への通学について（お知らせ）

899-7103

2238-1
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　「さんふらわあ」が存続するには、3 億円ともいわれる年間
の赤字がなくなることが必要だと考えられます。
　そのため、県を中心として、大隅半島 4 市 5 町で組織する
大隅総合開発期成会や、「さんふらわあ」を利用する鹿児島県
トラック協会、荷主である JA などの各経済団体、そして志布
志市で、支援策を検討してきました。
　1 月 30 日、鹿児島県庁で、第 2 回鹿児島県志布志・大阪航
路存続対策協議会が開催されました。
　その中で、伊藤祐一郎鹿児島県知事は、「今回まとめた支援
策は、株式会社ブルーハイウェイライン西日本が、志布志～大
阪航路からの撤退計画を撤回することを前提にまとめた」と話
されました。
　今回まとめた支援策は、2 月 8 日に県企画部長がブルーハイ
ウェイライン西日本を、2 月 16 日に伊藤知事が、親会社である
商船三井をそれぞれ訪問して伝えることになります。

各種団体の主な支援策
■鹿児島県関係
　・港湾施設使用料の減免
　・都城・志布志道路等アクセス道路の早期完成への取り組み
　・さんふらわあを利用するためのセールス活動
■大隅総合開発期成会関係
　・利用促進の懸垂幕の掲示　・修学旅行の斡旋
　・スポーツ合宿や旅行会社への「さんふらわあ」ＰＲ
■志布志市関係
　・水の使用料に対する支援
　・郷土会や市民が参加する旅行、市内中学校の修学旅行に対
　　する助成
　・さんふらわあを利用した学生の合宿への助成
　・関西方面の関係の深い市町村との交流事業を通した利用促進
■経済界関係
　・社団法人鹿児島県トラック協会は、会員の運送事業者に
　　「さんふらわあ」の利用促進を強く働きかける。
　・社団法人鹿児島県トラック協会は、さんふらわあから値上げ等
　　の要請があった際には、志布志港を撤退した場合における輸送
　　コスト増を上回らない範囲内において、誠意を持って対応する。
　・鹿児島県志布志・大阪航路存続対策協議会は、荷主事業者
　　各社に対し、「さんふらわあ」の運賃引き上げ又はバンカー
　　サーチャージを上回らない範囲内において、運送事業者に
　　よる運賃転嫁に応えるよう働きかける。

※バンカーサーチャージとは燃料価格調整金のことです。各種団体が「さんふらわあ」航路存続に向けて努力しています

「さんふらわあ」志布志航路存続のために

■問い合わせ先　志布志市役所港湾商工課　℡ 474-1111（内線 262）
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「あなたの宝物で・・あなたが主役に」
　旧志布志町で女性メンバーを中心に発足した「いちの
会（川畑充子代表）」は、女性のまちづくり活動として、
毎週土・日の午前 9 時から午後 3 時まで「げんき市」を
開催しています。
　この「げんき市」は、家庭菜園等で栽培された安心・
安全な野菜、食品、雑貨等の販売を通して、人とのふれ
あい、情報交換の場として広く地域住民の方が利用して
います。
　そのような中、昨年、志布志市として新たにスタートし
たことから、志布志地域はもちろんのこと、松山地域や有
明地域を含めて、より多くの方々と一緒になって運営して
いきたいと考えております。（手続きは一切不要です。）
　「お茶飲みがてらおじゃったもんせ！」

げんき市ではあなたの参加を
お待ちしています

「げんき市」には毎回多くの利用者が訪れます。
　これは新鮮な野菜や郷土菓子を求めて多くの方が来ら
れるのはもちろんですが「ここに来るとホッとする」と
多くの方に愛されているからだと思います。
　しかし、最近はせっかく来られても商品が早々に完売
となっている状況が続いています。そこで、皆様の愛情
のこもった下記の商品をお待ちしています。
■げんき市で募集している商品

・家庭菜園で多めに収穫した野菜や規格外で出荷できない野菜
・郷土菓子、食品　・趣味でつくった雑貨
・絵画や陶芸などの展示
　など、数多くの身近にある素材を求めています。
　活動に参加、又は協力いただける方（性別は問いませ
ん）は是非ご連絡ください。お待ちしています。
■問い合わせ先　げんき市
　℡ 472-1466（三昧堂：川畑充子）
　携帯 080-5246-7111
　（げんき市開催時のみ通話可能）

■テーマ　人生を楽しく
　　　　～志布志市グループ紹介～
　志布志市で夢を持って活動されている
グループ、人生を楽しんでいるグループ、
子育て・介護の現場で活動中のグループ
などの活動を紹介する「みんなが主役の
講演会」を開催いたします。

　さまざまなグループがいきいきと活動
する発表を聞いてみませんか。市民の皆
様のご参加お待ちしています。
■期日　2 月 17 日 ( 土 )
　　　　午後 1 時 30 分～ 5 時
■場所　有明農村環境改善センター
　　　　（市役所となり）

男女共同参画推進講演会
　1 月 15 日、農村環境改善センターで、男女共同参画推
進講演会を開催しました。
　市ではお互いの人権が尊重される男女共同参画社会の
実現を目指し、豊かなまちづくりを推進していくために
行われたものです。
　講師のみやざき中央新聞編集長 水谷謹人氏は、男女共
同参画社会は、「お互いの思いやりと理解が大切である」
と楽しくわかりやすく話され、参加された市民の方々は
笑いありで熱心に聞きいっていました。
　同じく男女共同参画に関する職員研修会を開催し、「男
女共同参画社会の誤解と理解」と題し、職場における共
同参画の必要性について研修を受けました。

　国土交通省九州地方整備局ではこの度、志布志湾におい
て当局所属の浚渫兼油回収船「海

かいしょうまる

翔丸」の航海訓練を予定
しており、これに併せて「海翔丸」船内等の一般公開を行
います。
　「海翔丸」は、平成 12 年 9 月に九州地方整備局（当時は
第四港湾建設局）関門航路事務所（福岡県北九州市）に配
備された日本最大級の最新鋭 浚渫兼油回収船で、普段は関
門海峡の海底の土砂をさらって、船の通る道である航路を
整備する浚渫作業を行っていますが、大規模な油流出事故
が発生した場合は、現場へ急行し油回収作業を行います。
現在、外洋における大量油流出事故に対応できる大型油回

収船は、全国で「海翔丸」・「清龍丸（名古屋港）」・「白山（新
潟港）」が配備されており、この 3 隻により出動から 48
時間以内に全国をカバーできる体制で、日本周辺海域を大
規模な油流出事故から守っています。
このように「海翔丸」は、美しい海の環境と航行する船の
安全を守るとても重要な船です。
　この機会にぜひご覧ください。

一般公開
■日　時　　2 月 25 日（日）　　10:00 ～ 14:00
■場　所　　志布志港　旅客船ふ頭岸壁
■その他　　入場無料、パネル展示等実施
※本船は作業船ですので、車椅子等乗船できない場合があ
ります。
※荒天の場合や油流出事故等で緊急出動した場合、中止す
る場合もありますので予めご了承ください。
■問い合わせ先
　国土交通省 九州地方整備局 志布志港湾事務所
　℡ 099-472-3831　携帯 090-5735-1119
　海翔丸（総ﾄﾝ数　4,651㌧、全長　103.2㍍ﾙ）

みんなが主役の講演会を開催します

日本最大級の最新鋭浚
しゅんせつ

渫兼油回収船が「志布志港」にやってきます！！

日本最大級の最新鋭浚渫兼油回収船の海翔丸

多くの方が水谷先生の話に共感を持たれました

「げんき市」には元気があふれています！

男女で作る
うるおいと活力あるまち

男女共同参画社会
の実現を目指して

Vol.12

■問い合わせ先　企画政策課男女共同参画係　Tel 474-1111( 内線 255)
　パートナーからの暴力など、男女共同参画に関する悩み、情報がありましたらご連絡ください。秘密は固く守ります。
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　伸作さん ( 有明町 )　23 歳
　　勤務先：尚志館高校（体育）

趣味：マラソン
休日の過ごし方：友人と買い物に行ったり、飲みに行ったりします。
　　　　　　　　 （それか 20km 以上の走りこみ）
夢は：県下一周駅伝で総合優勝！
　　　自分の教え子が県下一周や全国大会で活躍すること。
志布志市に何を望みますか：
マラソン人口が増加して欲しい。スポーツで健康とまちの活性化を図ってほしい！

先輩から一言（後藤健太さん）：何事にも一生懸命な伸作君。
その調子で、これからも夢に向かって頑張ってください！
県下一周駅伝まであと少し。お互いチームに貢献できるように頑張ろう！
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　辰
たつよし

良さん（89 歳）・イコさん（88 歳）松山町尾野見

辰良さんは 90 歳を迎える現在でも、愛用の原付バイクに乗
り市内に住む友人宅を訪れています。

「朝出かけたら友人の家で昼食をごちそうになったりして夕方ま
で帰ってこないことも多いんです」と妻のイコさんは話します。

朝は 7 時頃に起床し、夜は 7 時 30 分位には就寝します。趣味は 20
年程前から始めた花の世話で、200 鉢程の様々な草木がきれいに手入

れされています。また庭のツツジなどの剪定も行き届いています。
　健康の秘訣は、起きたときと寝る前に水を飲むことと、牛乳を飲むこ
とと話し、刺激物はできるだけ食べないようにして、栄養が足りないと
思ったら卵やカロリー補助食品を摂るそうです。
　若い頃はさつま芋を栽培し、養豚業にも精を出しました。

　都会にいる 5 人のひ孫に会うのを楽しみに、夫婦
仲良く地域とともに暮らしています。

　　葵
あおい

さん（7 歳）雅
ま さ と

斗ちゃん（2 歳）

　　海
み さ き

咲ちゃん（1 歳）（有明町野神）
父　保さん　母　めぐみさん

　僕は雅斗です。
　毎日保育園でお友達といっぱい遊ん
でいます。お家ではお姉ちゃんが遊び
相手になってくれます。
　僕はアンパンマンが好きなんだけ
ど、いつも妹と取り合いになって、け
んかしちゃいます。
　でも、本当はとっても仲の良い 3 人
兄弟です。

 未
み ら い

来ちゃん（1 歳）

　　　　　　　　　　　（志布志町安楽）
父　清文さん　母　広子さん

　ハイハイ＆つたい歩きでどこへでも。
（時々立って 1 歩、2 歩と進みます）よく

動き、何でも食べる元気な未来です。
　「ニコッ」というとニコッと笑い、まわ
りをなごませてくれます。
　だれにでも優しい女の子になってね！

　　　真
ま い

衣ちゃん（6 歳）・大
だ い き

輝ちゃん（4 歳）

　　　愛
あ い

依ちゃん（2 歳）　　　（松山町新橋）
父　広行さん　母　美幸さん

　しっかり者の真衣お姉ちゃんを先頭にとても
仲の良い 3 人兄弟です。3 人ともいちごが大好
きで、取り合いをして食べています。
　最近は「かるた」取りにはまっています。

「お世話好きな真衣・いつもニコニコな大輝・
お話し好きな愛依・いっぱい幸せをありがとう

（両親より）」

尚志館高等学校陸上部の生徒と坂中さん

手入れの行き届いた庭で記念写真

平成１９年３月18日（日）

■申込期限　平成 19年 2月 16 日（金）　当日消印有効
■申込・問い合わせ先　しぶしポートマラソン大会事務局（志布志市教育委員会生涯学習課内）
　　　　　　　　　　　℡ 099-472-1111（内線 264）
※申込書は教育委員会事務局・各教育支所・市内体育施設にあります。

出場者募集中 !
http://www.runnet.jp でもエントリーできます

■種目　ハーフマラソン　21.0975km	 9:30 スタート
　　　　3km　9:35 スタート　　5km	 9:40 スタート
　　　　ファミリーコース（1.5km）	 9:45 スタート
　　　　（スタート・ゴールは志布志市陸上競技場です）
■制限時間　ハーフマラソン 3時間（その他関門として
　　　　　　10km→ 1時間 30 分、15km→ 2時間 30 分）
■参加資格　小学生以上の健康な方。（ハーフは18歳以上）
※詳細は大会事務局までお問い合わせください。
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■改正内容
　現在、乳幼児医療費助成を受けるためには、毎月、助成
申請書に医療機関等の証明等を添えて市に申請しなければ
いけません。
　この申請に要する利用者の手間や負担を軽減するため、
助成方法を「自動償還方式」に改めます。
■自動償還方式のしくみ
　この「自動償還方式」とは、市が交付する「乳幼児医療
費助成金受給資格者証」と保険証を提示して受診し、保険
診療に係る自己負担金を支払えば、その後は、助成申請書
を提出する必要はなく、助成金は、後日、指定口座へ自動
振込となる助成方法です。（県内医療機関等に限ります）
　これは、利用者の皆さんが医療機関等で支払った自己負
担額を、医療機関等が審査集計機関（国保連）に報告し、
審査集計機関がその集計結果を市に通知することにより、
皆さんが医療機関等で支払った金額に応じて助成額を計算
して自動的に助成を行うものです。

■改正時期》
　自動償還方式による取扱いは、3 月 1 日診療分からです。
　それ以前の診療に係る分や県外受診分は、従来とおり助
成申請書を提出していただく必要があります。
■必要な手続
　新しい「乳幼児医療費助成金受給資格者証」の交付を受
け、助成金の受け取り口座を登録する必要があります。

平成１９年３月１日から病院等の医療機関で受診した場合の助成を受ける手続が簡素化されます。

自動償還方式の
イメージ図

公有財産（土地・建物）を売り払います
入札参加のお知らせ

　本市の公有財産を、一般競争入札により次のとおり売り
払います。
■売り払い物件
　所在地　志布志町帖字南坂之上 6790 番８（旧天神派出所）
土地明細　地目：宅地
　　　　　地積：245.29㎡
母　屋
　木造セメント瓦葺平屋建
　床面積：59.95㎡
付属屋
　コンクリート造平屋建
　床面積：  4.29㎡

■入札参加の申し込み方法
　①個人の場合　一般競争入札参加申込書、納税証明書（市
　　　　　　　　町村税）及び身分証明書
　②法人の場合　一般競争入札参加申込書及び納税証明書
　　　　　　　　（市町村税）及び登記簿謄本
　③提出期限　2 月 23 日（金）　午後 5 時まで
　④提出先　志布志市役所財務課及び志布志支所地域振興課
■入札・開札の日時及び場所
　①入札　２月 28 日（水）午前 9 時
　②開札　入札締切り後直ちに開札
　③場所　志布志市役所別館２階会議室Ｃ
※その他詳細につきましては問い合わせください。
■問い合わせ先　
　志布志支所地域振興課財務係　℡ 472-1111（内線 337）



今月の納税	 納付期限　2月 28 日　  口座振替日　2月 26 日
	 口座振替をされる方は、口座振替日の前日までに残高確認をお願いします。

　　　　　    国民健康保険税（10期）　介護保険料（10期）
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　子ども達の餅つき体験は頻繁に行われていますが、大人
の方を対象にした講座はありませんでした。そこで、下記
のとおり大人のための餅つき伝習講座を行います。
■日時　平成 19 年 3 月 11 日（日）　9 時～ 14 時
■場所　農業歴史資料館・体験館（市役所近く）
■参加費　1,000 円（材料代）　■募集人数　20 人（先着順）
■参加申し込み　3 月 6 日（火）まで
■内容　白もち、草もち、からいも餅等の作り方
　　　（蒸しかたから、もみかたまで一貫して体験します）

■その他　かっぽう着、タオル等をご持参ください。
■問い合わせ・申し込み先　志布志市開田の村管理組合

　　  ℡ 471-4343　Fax 471-4344
※開田の村管理組合では、写真の
ような石うすを探しています。使
わなくなった等、不要なものがあ
りましたらご連絡をお願いします。
体験館に保管し、多くの方に利用
していただきたいと思います。

平成 19 年度　志布志市奨学生の募集について
　市教育委員会では平成 19 年度の高等学校・専門学校・
短期大学・大学・海外留学生を対象に、次のとおり奨学生
を募集します。
■対象者
　高校生・大学生・短期大学生及び高等専門学校生
　留学生（大学生・短期大学生及び高等専門学校生・専門学校生）
■必要書類

（新規）願書、所得証明書（世帯全員のもの／所得制限
　　　500 万円以下）、納税証明書（世帯全員のもの）、住
　　　民票（親権者）、在学証明書、推薦書等

（継続）所得証明書（世帯全員のもの／所得制限 500 万円
　　　以下）、納税証明書（世帯全員のもの）、在学証明書
　　　※高校から大学に進学する等は新規扱い

■募集期間　4 月 2 日（月）から 4 月 27 日（金）
■貸与金額（年額）
　高校生　　　　　　　　　180,000 円
　大学・短大・専門学校生　360,000 円
　留学生　　　　　　　　　600,000 円
■募集要件
　本市に 4 月 1 日現在で 3 か月以上在住する方の子ども、
所得が 500 万円以下の世帯（申請者が 2 人以上の場合はこ
の限りではない）とし、選考委員会で審査のうえ決定します。
■返還方法　卒業後、1 年据え置いて翌年から 5 年～ 10
　　　　　　年間で返還していただきます。
■問い合わせ先
　教育委員会教育総務課　℡ 472-1111（内線 233）
　松山教育支所教育課　　℡ 487-2111（内線 261）
　有明教育支所教育課　　℡ 474-1111（内線 282）

　フライングディスクとは、プラスチック製の円盤のことです。
　そのフライングディスクを使ったスポーツを、あなたは知っています
か？競技として世界フライングディスク連盟（WFDF）公認の 10 種目が
あります。志布志市初の開催です。皆様の参加をお待ちしています。
■期日　平成 19 年 3 月 4 日（日）　開会　午前 10 時
■会場　有明町陸上競技場　　　　■競技種目　フライングディスク
■問い合わせ・参加申し込み先
　有明本庁　　障害福祉係　℡ 474-2281（内線 174）
　志布志支所　障害福祉係　℡ 472-1111（内線 240）
　松山支所　　福祉係　　　℡ 487-2111（内線 272）

第１回志布志市障害者スポーツ・レクリエーション大会
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・申告書が届かなくても、申告しなければならない場合が
あります。
・農業所得の申告は、必ずご自分で経費振分を行い、スムー
ズな申告に努めましょう。
・申告期間は 2月 13 日（火）～ 3月 9日（金）までです。
■申告書が届いたら
　申告書や同封の関係書類を必ずお読みください。出張受
付を行いますので、申告会場・受付時間を確認し、申告書
に必要事項をご記入のうえ、その他の必要書類や印鑑など
を持参して申告してください。
　特に農業（自家消費米を含む）の収入がある方は、経費
振分を必ず自分で行い項目ごとの合計金額を記入して申告
してください。
　ただし、以下の方は申告する必要はありません。

・税務署へ確定申告をされる方
・給与所得のみで年末調整が済んでおり、勤務先から給与
支払報告書が市役所へ提出されている方

・確定申告をされる方や給与所得だけで年末調整の済んで
いる方（市内在住の方に限ります）に扶養されており、全
く収入のない方
■申告書が届かずハガキが届いたら
　昨年青色申告をされた方、一定金額以下の年金所得のみで
農地を所有されていない方、昨年住民税を給与所得で差し引か
れており、給与所得以外に所得がなく農地を所有されていない
方には、申告の必要がないためハガキで御案内しています。
　しかし、青色申告から住民税申告に切り替えられる方や
昨年住民税特別徴収者であっても退職された方、2 か所以
上から給与を貰われている方、給与以外に所得がある方、
年金所得者であっても所得税の源泉徴収をされている方や

控除内容の記載を希望される方、年金以外に所得のある方
は申告が必要となります。
　また、土地を売却された方や土地を貸して収入があった
場合は、少額でも申告が必要となります。申告書は各申告
会場に準備してあります。
■申告は出張受付申告会場で
　申告期間中は、申告を受ける職員のほとんどが各出張受
付申告会場で対応するため、本庁・各支所の税務担当課窓
口では対応に時間がかかることがあります。申告はなるべ
く出張受付申告会場でのお願いします。
■農業所得の申告の方は次の関係書類を準備し、
　申告会場へご持参ください。
　平成 18 年中（1 月～ 12 月）に農業（自家消費米含む）
収入のある方は、次の書類等を市・県民税の申告時に提出
しなければなりません。
①収入に関する書類
　　市場や会社などの出荷証明書等になりますが、特に牛
　を出荷した場合、売却証明書（○免の記載のあるもの）が
　ないと免税になりませんのでご注意ください。
②経費に関する書類
　　必要経費の領収書等です。領収書がもらえなかった場
　合は、帳面等にご自分で記入（支払日・支払先・金額等）
　したものでも結構です。支払いの確認できる書面等をご
　持参ください。
　　支払った証明が全く残っていない場合は経費として計
　上できません。
■収支の計算はご自分で
　市では、自書申告を推進しています。
　必ず経費計算をしてから申告してください。
　場合によっては、申告を受け付けられず、後日あらため
て市役所で申告していただくことにもなりかねませんの
で、十分ご注意ください。

『税金は一人ひとりの大きな心つまってる』田之浦中学校３年 橋口梨奈（税を考える週間大隅税務署長賞）
鳥インフルエンザの侵入を防止しましょう！
　報道等でご承知のとおり、宮崎県や岡山県で鳥インフル
エンザが発生しました。市内への鳥インフルエンザの侵入
を防止するために市民の皆様のご協力をお願いいたします。
■防疫の強化を図るために、次の点に留意してください。
　・皆さんの飼育する鶏等の健康観察を確実に行ってください。
　・ 野 鳥 等 と の 接 触 を 防 ぐ た め、 野 鳥 侵 入 防 止 対 策
　　（防鳥ネット等）や放し飼い防止に努めてください。
　・鶏等に与える飲水は水道水を使用するか、それ以外の
　　水を与えるときは塩素で消毒し、野鳥のふん等が混入
　　しないようにしてください。
　・農場等への訪問はなるべく控えるようにしてください。
　・志布志市では鶏等の少数飼養者の方々へ消毒液の無料
　　配布を行っていますので、本庁もしくは各支所でお受
　　け取りください。

　・近所で野鳥が大量に死んだり、皆さんの飼養する鶏等
　　が連続して死ぬなどの異常を発見した場合直ちに家畜
　　保健衛生所または市役所に連絡してください。
※鶏卵、鶏肉を食べることにより、鳥インフルエンザウイ
　ルスが人に感染することは世界的にも報告されていません。
■連絡・問い合わせ先
 ・志布志市役所畜産課　　	 ℡ 474-1111（内線 432）
　　松山支所　産業振興課	 ℡ 487-2111（内線 233）
　　志布志支所産業振興課	 ℡ 472-1111（内線 450）
 ・曽於家畜保健衛生所　　	 ℡ 487-2351
■鳥インフルエンザの臨床症状（例）

平成 18 年度　自主文化事業

市民劇団　まつやま kid's　公演
■題名「ぼくたちの夏」
■期日　2 月 17 日（土）開場　午後 6 時 30 分　開演　午後７時
■場所　やっちくふれあいセンター　入場料無料（全席自由席）
■問い合わせ先
　志布志市教育委員会
　　　　松山教育支所　教育課
　℡ 487-2111（内線 262）
　主催　志布志市教育委員会

昨年の公演の様子

平成 19 年度市県民税（国民健康保険税・介護保険料）
の申告について

お
知
ら
せ

 市の人口　12月 31 日現在

人　口	 35,458 人	 	 （△ 6）
    男	 16,743 人	 	 （8）
    女	 18,715 人	 	 （△ 14）
転　入	 67 人	 転　出	 61 人
出　生	 23 人	 死　亡	 35 人
世帯数	 15,598 戸	 	 （5）

肉冠の出血・壊死 顔面の浮腫 脚部の皮下出血



夜間に病気や怪我で困ったときは曽於郡医師会夜間急病センター (Tel 099-482-5899) 曽於市大隅町月野 894 番地 ( 曽於郡医師会立病院内 )
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鹿児島県議会議員の選挙区について

　平成 18 年 3 月の「鹿児島県議会議員の定数並びに選挙
区及び各選挙区において選挙すべき議員の数に関する条
例」の一部改正に伴い、4 月 8 日執行の鹿児島県議会議員
選挙は、次のとおり、改正後の新たな選挙区及び選挙区ご
との定数により執行されることになります。

選　　　挙　　　区 議員
定数名　　称 区　　域

鹿児島市・鹿児島郡区 鹿児島市及び鹿児島郡 19
鹿屋市区 鹿屋市 3
枕崎市区 枕崎市 1
阿久根市・出水郡区 阿久根市及び出水郡 1
出水市区 出水市 2
大口市・伊佐郡区 大口市及び伊佐郡 1
指宿市・揖宿郡区 指宿市及び揖宿郡区 2
西之表市区 西之表市 1
垂水市区 垂水市 1
薩摩川内市区 薩摩川内市 3
日置市区 日置市 2
曽於市区 曽於市 1
霧島市区 霧島市及び湧水町 4
いちき串木野市区 いちき串木野市 1
南さつま市区 南さつま市 1
志布志市・曽於郡区 志布志市及び曽於郡（大崎町） 1
奄美市区 奄美市及び大島郡龍郷町 2
川辺郡区 川辺郡 1
薩摩郡区 薩摩郡 1
姶良郡区 姶良郡（湧水町を除く） 2
肝属郡区 肝属郡 1
熊毛郡区 熊毛郡 1
大島郡区 大島郡（龍郷町を除く） 2

全　選　挙　区 54

 問い合わせ先　志布志市選挙管理委員会
　　　　　　　℡ 474-1111（内線 291）

普通財産（ 土地・建物・工作物） の売払予定のお知らせ

　下記の国有財産を一般競争入札により売り払う予定です。購
入を希望される方は、下記購入希望申込先まで連絡ください。
■ 売払予定物件
① 土地　所在地：志布志市志布志町安楽字水溜 190 番 79
　　　　地目：宅地　　数量 334.88 ㎡
② 建物　所在地：志布志市志布志町安楽字水溜 190 番 79
　　　　地目：住宅建　数量   64.80 ㎡
③ 建物　所在地：志布志市志布志町安楽字水溜 190 番 79
　　　　地目：雑屋建　数量     3.31 ㎡
④ 工作物　数量１ 式
■入札（ 売払） 予定時期　
　購入希望がある場合、平成 19 年 3 月頃
■ 入札（ 売払）予定場所　物件所在地の管轄事務所
■入札参加条件
① 予算決算及び会計令第 70 条及び第 71 条に該当しない
　者であること。
② 国有財産に関する事務に従事する者にあっては、国有
　財産法第 16 条に該当しない者であること。
■入札の無効
　競争に参加する資格のない者のした入札及び入札に関す
　る条件に違反した入札は無効とします。
■ 入札保証金
① 入札される金額の 5％ 以上の金額を、入札保証金とし
　て入札前に納付することが必要です。
② 入札保証金には利息は付しません。
③ 落札者が落札決定の日から当局が指定した日までに契
　約を締結しない場合、入札保証金は国庫に帰属します。
■ 契約保証金
　落札者は売買代金の 10％以上の金額を契約保証金とし
　て売買契約締結の日に納付する必要があります。
 購入希望申込・問い合わせ先
　　九州地方整備局志布志港湾事務所総務課経理係
　　　　　　　　　　　　　　　　　℡ 472-3831

『木造ザビエル旧聖堂の再生』の講演会

　ザビエル渡来 400 年を記念して 1949 年に建設された鹿
児島カテドラルザビエル記念旧聖堂を 1997 年に解体し、
2010 年に再生させる計画です。
　なぜ保存するのか。どのようにして再生させるのか。旧
聖堂と歩む過去・現在・未来について講演します。
■日時　2 月 16 日（金）　18:00 ～ 19:30　
■場所　志布志市文化会館　集会室１・２
■講師　土田充義氏（鹿児島大学名誉教授）
■主催　（社）曽於法人会　青年部会
 問い合わせ先　（有）結建築研究所　℡ 472-5418

演奏家を募集します！

　東京や鹿児島市などで、楽団の指揮者やバンドの指導者
として活躍した志布志町夏井出身の谷村正広さんが、ふる
さとでバンドを結成し、楽器の指導を行います。興味のあ
る方はご連絡ください。
 問い合わせ先　谷村　正広　℡ 472-2295
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「注射針」や「残ってしまった薬」の回収について

　一般家庭から排出される使用済み注射針、飲み残しの薬
の廃棄に困っている方はいませんか。
　鹿児島県薬剤師会では、２月１日から、これらの物を回
収する事業を始めました。写真にあるステッカーの貼って
ある薬局で、専用容器をもらって、下記の回収対象物を入
れて持っていけば無料で処理できます。
■回収対象物　
　・注射等で使用した針・シリン
　　ジまたは付随する器具類
　・医療行為で発生した器具及び
　　材料（厚さ６㎜以下）
　・残ってしまった医薬品（飲み
　　残しの風邪薬・使い残しの軟    
　　膏など）
■回収できないもの
　・スプレー缶　・試薬類（塩酸・
　　硫酸・ホルマリン等）
　・水銀等の重金属類
　　（シアン・クロムほか水銀入り血圧計・体温計ほか）
　・揮発性がある廃油
　　（シンナー・ガソリン・アルコール・エタノール等）
■回収薬局について
　普段のかかりつけ薬局での回収はもちろん行いますが、写真
のステッカーの貼ってある薬局ならどこでも回収します。
　お問い合わせは、お近くの回収薬局または、市役所環境
政策課までご相談ください。

■平成 19 年度しゃんしゃん馬・花嫁カップル募集！
　志布志市お釈迦祭り実行委員会で
は、4 月 29 日（昭和の日）に開催さ
れる「しぶし・お釈迦祭り」の「しゃ
んしゃん馬・花嫁カップル」5 組を募
集しています。
　「しぶし・お釈迦祭り」で、花婿が
馬に乗せた花嫁を引いてパレードする

「しゃんしゃん馬・花嫁カップル」に
参加して一生に一度の思い出作りをしてみませんか。
■募集要項
　①募集対象：平成 18 年 4 月 1 日～平成 19 年 4 月 30 日
　　までに結婚したカップルもしくは結婚予定のカップル。
　②募集組数　5 組（市内 4 組、市外 1 組）
※市内組とは、現住所が旧志布志町、旧有明町、旧松山町。
しかし市外在住であっても旧志布志町、旧有明町、旧松山
町出身の場合は、市内組の扱いとします。
　③募集締切　3 月 16 日（金）　当日消印有効
　④決定方法：申込みが５組以上の場合は、申込み者本人
　　達の（両名）出席による「選考会（抽選会）」を開催し、
　　決定します。
　⑤参加費用　　　　　　　1 組 30,000 円

　⑥選考会及び決定者発表　4 月   8 日（日）
　⑦リハーサル　　　　　　4 月 28 日（土）
　⑧そ の 他
　・参加が決定したカップルについては、4 月 8 日（日）
　　に担当美容室と「花嫁のかつら合せ」を行います。
　・希望により、1 組のみ仏前結婚式が挙げられます。
■平成 19 年度お釈迦祭り・新生児灌仏会（かんぶつえ）参加者募集
　このイベントは、お釈迦様の誕生を祝うと共に生まれて
一年未満の新生児の健やかな成長を祈念し、合同で潅仏会
を行い、後日、子どもの名前が刻まれた記念碑を制作致す
るものです。
※灌仏会とは、釈迦如来像に甘茶をかけ、一年の無病息災
を祈念する行事です。
　①募集対象　平成 18 年 4 月 2 日～平成 19 年 4 月 1 日      
　　までに、生まれた市内在住の新生児。
　②募集締切　4 月 20 日（金）
　③参加費　　1,000 円
　④開催日時　4 月 29 日（日）10:00 ～
　⑤開催場所　志布志市・宝満寺公園
■申し込み・問い合わせ先
　しぶし・お釈迦祭り実行委員会事務局
　市役所港湾商工課内　℡ 474-1111（内線 264）

【お詫び】1月号の水道修繕当番店で、志布志地区の「2月6日～2月12日　九電工」を「1月6日～2月12日」
と表記していました。市民の皆様、関係者に大変ご迷惑をおかけしました。お詫びのうえ訂正いたします。

２月
３月

11日 はまさき耳鼻咽喉科（耳鼻咽喉科） ℡473-3387
 藤後クリニック（内科） ℡472-1237
12日 山口内科(内科) ℡473-1188
 ひろた小児科（小児科） ℡471-6111
18日 東郷クリニック（産婦人科） ℡473-1035
 石神診療所（内科、皮膚科） ℡474-0107
25日 山下クリニック（内・外科、整、脳） ℡487-9001
 びろうの樹整形外科（整形・内科） ℡471-6611
４日 井手小児科（小児科） ℡473-3211
 みやじクリニック（内科、放、呼、胃） ℡471-5000
11日 山口内科（内科） ℡473-1188
 ひろた小児科（小児科） ℡471-6111

2月・3月 休日在宅医診療

※都城市・北諸県郡管内の休日の救急診療機

関は、電話でのテープ案内（℡0986-23-5555）

を行っていますのでご活用ください。

松山地区　
２ 月　　　	 佐藤建設　　　℡ 487-2049
３ 月	 濱田建設　　　℡ 487-2288
志布志地区
２ 月 ６ 日～２ 月 12 日	 九電工	 ℡ 472-0112
２ 月 13 日～２ 月 19 日	 山本組	 ℡ 472-1101
２ 月 20 日～２ 月 26 日	 宮崎水道	 ℡ 472-1081
２ 月 27 日～３ 月 ５ 日	 高吉組	 ℡ 472-0721
３ 月 ６ 日～３ 月 12 日	 崎田建設	 ℡ 473-0050
３ 月 13 日～３ 月 19 日	 志布志水道	 ℡ 472-3540
有明地区
２ 月　　　西江建設　　　℡ 474-2113　有線 5703
３ 月　　　山中水道建設　℡ 474-1440　有線 6930

水道修繕当番店

「消さないで　あなたの　心の注意の日」（3月 1日～ 7日は春季全国火災予防週間です。）



志布志市くらしのカレンダー

農業委員と認定農業者と語る会（13:30～ 市老人福祉センター）

心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
母子手帳交付（9:00～12:00 松山支所福祉課）
乳児健診/BCG予防接種（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

26

安楽山宮神社春祭り（安楽山宮神社）

建国記念の日
安楽（やすら）神社春祭り（志布志安楽神社）
介護予防講演会（10:30～12:00 アピア2階ホール）

27

振替休日

母子手帳交付（9:00～12:00 松山支所福祉課）
両親学級（9:30～9:40受付 健康ふれあいプラザ）

心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）

乳児健診/BCG予防接種（13:00～13:30受付 農村研修センター）

早鈴神社・霧島神社（松山地区）のダゴ祭り
白鳥神社（有明地区）の神舞

心配ごと相談（10:00～15:00 市民センター）

心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）

両親学級（9:30～9:40受付 子育て支援センター）

心配ごと・行政相談（10:00～15:00 市老人福祉センター）

1歳児歯科相談/育児相談（13:30～15:00 やっちくふれあいセンター）

母子手帳交付（13:30～16:00 本庁保健課窓口）

1才6か月児・3歳児健診（13:00～13:15受付 やっちくふれあいセンター）

(日)

(月)

(火)

行政相談（13:00～16:00 志布志支所1階会議室）

特設人権相談所開設（10:00～15:00 泰野地区公民館）
土田充義教授文化講演会（18:00～ 志布志市文化会館）
2歳・5歳児歯科検診（13:00～13:15受付 やっちくふれあいセンター）

第54回県下一周市郡対抗駅伝大会（～21日 県内一円）

女性支援推進事業みんなが主役の講演会（35頁参照）

南こうせつコンサート（18:00開演 志布志市文化会館）

松山神社ダゴ祭り

(日)

心配ごと相談（10:00～15:00 市老人福祉センター）
心配ごと相談（10:00～15:00 市民センター）

島田洋七講演会（19:00開演 志布志市文化会館）
移動年金相談（10:00～15:00 農村環境改善センター）

法律相談（13:00～15:00 志布志支所5F会議室）

心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）

育児学級（9:30～9:45受付 農村研修センター）
育児相談（10:30～12:00 農村研修センター）
2歳児歯科健診（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

母子手帳交付（13:30～16:00 本庁保健課窓口）
三種混合予防接種（13:30～14:00受付 アピア2階ホール）

三種混合予防接種（13:30～14:00受付 アピア2階ホール）
育児学級（13:00～13:15受付 やっちくふれあいセンター）

乳児健診・BCG予防接種（13:00～13:15受付 やっちくふれあいセンター）

育児相談（10:30～12:00 健康ふれあいプラザ）
三種混合予防接種（13:30～14:00受付 改善センター）

育児学級（9:30～10:00受付 健康ふれあいプラザ）

生涯学習フェスティバル（～25日 志布志市文化会館）

日曜当番医は35ページに掲載しています

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25
生涯学習フェスティバルグランドフィナーレ（24頁参照）

2/10
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３/1
2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

市内各中学校卒業式
5歳児歯科検診（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）(火)

13

28

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

※志布志支所の母子手帳交付は毎週月曜日の午前中です。
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